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は
じ
め
に
─
─
─
迷
子
は
帰
そ
う

Ⅰ
章　

矢
羽
の
記
録

（
文
永
の
役･
鳥
飼
浜
合
戦
）

　
　
　
　

１　

三
人
の
蒙
古
兵
と
の
苦
闘

　
　
　
　
　
　

 

─
─
─
─
二
人
を
倒
し
、
果
敢
な
蒙
古
兵
も
倒
す
寸
前
だ
っ
た
！

　
　
　
　

２　

ひ
と
り
、
一
人
に
よ
っ
て
、
矢
羽
は
異
な
る

　
　
　
　
　
　

 

─
─
─
─
生
の
松
原
石
築
地
と
三
井
資
長
の
切
斑

Ⅱ
章　

風
を
描
く

（
弘
安
の
役

・
博
多
湾
合
戦
）

　
　
　
　

３　

海
上
合
戦

・
不
利
な
低
位
置
、
逆
風
で
の
苦
闘
！

　
　
　
　

４　

海
戦
は
い
つ
か

　
　
　
　

５　

画
面
の
接
合

・
詞
書
き
の
接
合

　
　
　
　
　
　

 

─
─
─
─
弘
安
四
年
六
月
八
日

・
能
古
島
沖
合
戦
の
復
原

Ⅲ
章　

迷
子

（
断
簡
）
を
も
と
に
戻
す

　
　
　
　

６　

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
接
続
の
是
正

む
す
び
に
か
え
て　
　

日
本
文
要
旨　
　

英
文
要
旨A

b
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─
─
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迷
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そ
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P
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『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
は
世
界
の
至
宝
で
あ
る

（
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
、
旧
御
物
＝
皇
室
財
産
）
。

一
二
七
四
年
（
日
本
文
永
十
一
年
）
お
よ
び
一
二
八
一
年
（
日
本
弘
安
四
年
）
の
二
度
、
元
（
＝

皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
）
と
、
元
に
従
属
す
る
高
麗
、
そ
の
連
合
軍
が
、
日
本
を
攻
撃
し
た
。
異
国

人
、
ま
る
で
み
た
こ
と
も
な
い
兵
器
─
─
─
そ
れ
を
駆
使
す
る
。
全
く
異
な
る
作
戦
を
展
開
す

る
。
難
敵
そ
の
も
の
、
異
国
人
と
の
戦
い
が
つ
づ
く
。
蒙
古
襲
来
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
の
だ
れ

に
と
っ
て
も
、
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

と
り
わ
け
て
、
命
が
け
に
て
戦
い
ぬ
い
た
武
士
が
い
た
。
ご
存
じ
の
肥
後
国
御
家
人
、
あ
の
竹

崎
季
長
で
あ
る
。
自
分
以
外
に
は
、
二
度
と
経
験
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
劇
的
な
戦
い
ぶ
り
。

ぜ
っ
た
い
に
そ
れ
を
記
録
す
る
。
子
孫
に
も
、
他
人
に
も
語
っ
て
、
ま
た
伝
え
た
い
。
そ
の
気
持

ち
が
、
竹
崎
季
長
に
は
人
並
み
外
れ
て
あ
っ
た
。
合
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
一
〇
年
、
異
例
の
戦
記
・

戦
争
体
験
記
を
作
成
し
た
。
な
ぜ
異
例
な
の
か
。

第
一
に
、
そ
の
記
録

・
戦
記
は
、
絵
詞

（
絵
巻
物
）
で
あ
っ
た
。
巨
額
を
投
じ
な
け
れ
ば
、

完
成
し
え
な
か
っ
た
。
竹
崎
季
長
の
場
合
、
身
分
不
相
応
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。

較
べ
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば

『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
は
後
白
河
院
の

「
院
宣
」
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
。
現
存
し
な
い
が

「
将
門
合
戦
絵
」
は
源
実
朝
の
命
令
で
作
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
多

く
の
合
戦
絵
巻
は
、
国
家
権
力
相
当
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。＊

＊

そ
の
こ
と
と
、
比
較
す
れ
ば
よ
く

竹
崎
季
長
が
絵
解
き
す
る『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』 ―
―
矢
羽
と
風
か
ら
―
―

服
部 
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）
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わ
か
る
。
ふ
つ
う
な
ら
最
高
権
力
者
た
る
天
皇
家
、
鎌
倉
幕
府
将
軍
、
あ
る
い
は
大
社
寺
、
そ

の
ク
ラ
ス
で
な
け
れ
ば
作
成
で
き
な
い
絵
巻
物
を
、
肥
後
の
一
御
家
人
が
作
成
さ
せ
た
の
だ
か
ら
。

＊
１

「
『
吉
記
』
承
安
四
年

・
一
一
七
四
・
三
月
十
七
日
条
に
、
「
件
絵
、
義
家
朝
臣
為
陸
奥
守
之
時
、
与
彼
国
住

人
武
衡
家
衡
等
合
戦
絵
巻
也
、
（
略
）
静
賢
法
印
、
先
年
奉
院
宣
始
令
画
進
也
」
、
『
康
富
記
』
文
安
元
年

・

一
四
四
四

・
閏
六
月
二
十
三
日
条

「
此
絵
四
巻
在
之
、
承
安
元
年
月
日
、
依
院
宣
、
静
賢
法
印
其
時
上
座
に

て
承
仰
、
令
絵
師
明
実
図
也
云
々
、
其
絵
濫
觴
者
」
（
以
下
略
、
静
賢
は
信
西
の
子
）
、
『
吾
妻
鏡
』
元
久
元
年
・

一
二
〇
四
・
十
一
月
二
十
六
日
条
、
「
将
軍
家
日
来
仰
画
工
、
於
京
都
被
図
将
門
合
戦
絵
、
今
日
到
来
。
」

第
二
に
は
そ
の
実
録
性
、
リ
ア
ル
性
で
あ
る
。
多
く
の
絵
巻
は
、
事
件
が
過
ぎ
て
、
年
月
も
経

過
し
て
か
ら
作
成
さ
れ
、
当
事
者
は
生
存
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
よ
っ
て
伝
聞
や
記
録
に

よ
っ
て
絵
画
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
は
当
事
者
で
あ
る
竹
崎
季
長
が
、

絵
師
に
説
明
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
も
し
て
い
る
。
詞
書
に
は
、
季
長
の
口
調
が
そ
の
ま
ま
含
ま

れ
て
い
る
。
通
常
、
洗
練
さ
れ
た
絵
巻
の
詞
書
で
は
使
わ
れ
な
い
よ
う
な
言
葉
、
た
と
え
ば

「
ひ

か
け

（ひ
っ
か
け
）
」
、
「こ
ろ
は
た
」
の
よ
う
な
独
特
な
言
葉
が
あ
る
。
絵
巻
類
は
も
ち
ろ
ん
、
古

文
書

・
古
記
録
を
含
む
他
の
史
料
で
の
用
例
を
、
ほ
と
ん
ど
見
な
い
。
語
感
か
ら
す
れ
ば
、
当

時
の
肥
後
方
言
、
季
長
の
口
調
の
ま
ま
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
、
そ
の
詞
書
は
体
験
し
た
も
の
に
し
か
書
け
な
い
、
微
に
入
り
、
細
を
穿
っ

た
も
の
で
、
そ
の
点
だ
け
で
も
貴
重
な
う
え
に
、
言
葉
だ
け
で
は
不
足
で
あ
っ
て
、
絵
を
画
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
、
可
視
的
に
示
し
て
い
る
。
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
が
至
宝
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
制
覇
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
の
戦
争
場
面
を
画
い
た

絵
に
は
、
一
二
四
一
年
の
ワ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
ド
イ
ツ
騎
士
団

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
合
軍
と
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
と
の
戦
い
を
画
い
た

「
聖
ヘ
ド
ビ
ギ
ス
図
絵
伝
」
（
一
三
五
三
、
ア
メ
リ
カ･

ゲ
テ
ィ
博

物
館
蔵
）
が
あ
る
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
『
東
方
見
聞
録
』
挿
絵
も
あ
る

（
二
〇
一
二
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
・
二
〇
一
頁
、IS

B
N

9
7
8
-
4
-
0
0
-
0
2
4
8
＊
5
-
0

）
。
貴
重
な
絵
画
で
あ
る
が
、
伝
説
色

・
宗

教
色
が
濃
厚
で
、
写
実
性
よ
り
は
空
想
、
観
念
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
比
較
す
れ
ば
、
『
蒙
古
襲

来
絵
詞
』
の
リ
ア
ル
感
は
一
目
瞭
然
と
思
う

（
『
蒙
古
襲
来
と
博
多
』
・
北
条
時
宗
と
そ
の
時
代
、

別
冊
図
録
、
平
成
一
三

・
福
岡
市
博
物
館
）
。

図
１　

聖
ヘ
ド
ビ
ギ
ス
図
画
伝

・
ア
メ
リ
カ･

ゲ
テ
ィ
美
術
館
：
上
記
図
録
よ
り

わ
た
し
は
歴
史
学
研
究
に
従
事
し
、
そ
の
立
場
か
ら
、
蒙
古
襲
来
を
研
究
し
て
き
た
。
そ
の
成

果
を

『
蒙
古
襲
来
』
（
山
川
出
版
社
）
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
上
梓
し
た
。
作
業
に

当
た
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
の

「
史
料
と
し
て
の
無
限
性
」
で
あ
る
。
読
み
こ

め
ば
読
み
こ
む
ほ
ど
、
季
長
の
言
葉
、
語
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
、
手
に
取
る
よ
う
に
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
る
。
終
わ
る
こ
と
な
く
、
次
か
ら
次
に
季
長
が
訴
え
か
け
る
。

季
長
の
立
場
に
な
っ
て
読
み
直
す
こ
と
に
よ
り
、
理
解
も
深
ま
る
。
絵
詞
は
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
に
、
熊
本

（
細
川
）
藩

・
時
習
館
の
学
者
、
高
本
紫
溟
ら
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
。

そ
の
お
り
に
、
配
列
が
決
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
巻
末
に
い
く
つ
か
の
料
紙
が
残
さ

れ
た
。
残
さ
れ
た
料
紙
は
、
絵
が
四
場
面
、
詞
書
が
一
枚
で
あ
る
。
い
つ
の
で
き
ご
と
、
ど
こ
で

の
で
き
ご
と
な
の
か
、
が
決
定
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
季
長
が
な
ぜ
こ
の
場
面
を
描
か
せ
た
の
か
、
じ
っ
く
り
考
え
れ
ば
、
本
来
の
場
所
も
明

ら
か
に
な
る
。
断
簡

（
断
片
）
扱
い
、
つ
ま
り
迷
子
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
中
身
を
正
し
く

読
め
ず
、
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

正
し
く
読
め
ず
、
正
し
く
配
列
で
き
な
か
っ
た
背
景
に
、
弘
安
の
役
の
経
緯
を
誤
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
池
内
宏
に
代
表
さ
れ
る
通
説
、
す
な
わ
ち
鷹
島
に
て
蒙
古
軍
が
台
風

（
神
風
）
に
よ

っ
て
全
滅
し
た
と
す
る
説
は
、
あ
ま
り
に
矛
盾
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
矛
盾
に
気
づ
く
研
究

者
は
百
年
近
く
の
間
、
ひ
と
り
と
し
て
現
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
に
、
研
究
者

の
傍
観
者
的
な
態
度
が
あ
っ
た
。
客
観
視
だ
け
で
は
史
実
に
入
り
込
め
な
い
。
い
っ
た
ん
は
主
観
的

に
、
竹
崎
季
長
に
同
一
化
す
る
努
力
を
試
み
た
い
。

前
者
は
前
掲
著
書
に
て
正
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
一
事
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
生
の
松
原
か
ら

出
発
し
た
季
長
兵
船
は
酉
の
時

（
夕
方
四
時
前
後
）
に
戦
場
に
着
い
て
い
る
。
生
の
松
原
か
ら
鷹

島
ま
で
は
一
〇
〇
キ
ロ
以
上
あ
る

（
＊
距
離
は
沿
岸
流
を
求
め
て
行
っ
た
場
合
で
あ
る
。
糸
島
半

第Ⅰ部　歴史を歩く
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▲ ▼ 図１　聖ヘドビギス図画伝アメリカ ･ ゲティ美術館

島
北
西
端
か
ら
呼
子
半
島
北
端
に
直
線
航
路
を
取
れ
ば
、
も
っ
と
短
く
な
る
と
い
え
る
が
、
絵

図
の
船
は
舷
側
も
低
く
、
ひ
ら
だ
船

（
川
船
）
に
近
い
。
仮
に
帆
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
風
向
き
や

視
界
の
有
無
が
あ
っ
て
、
よ
ほ
ど
に
好
条
件
で
な
け
れ
ば
、
直
線
航
路
は
む
ず
か
し
い
と
判
断
す

る
）
。
時
速
わ
ず
か
四
キ
ロ
の
櫓
押
し
船
で
鷹
島
ま
で
の
距
離
を
漕
げ
ば
、
酉
の
刻
ま
で
に
着
け
る

は
ず
は
な
い
。
到
着
可
能
な
戦
場
は
、
一
〇
キ
ロ
弱
先
の
志
賀
島
沖
で
あ
る
。
石
築
地
は
博
多
湾

岸
に
し
か
な
い
。
菊
池
一
族
を
始
め
、
肥
後
勢
が
生
の
松
原
に
陣
取
っ
て
い
た
の
は
、
敵
が
博
多

湾
内
、
志
賀
島
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。
弘
安
の
役
の
基
本
的
な
図
式
は
博
多
湾
合
戦
、
志
賀
島

合
戦
で
あ
り
、
一
部
に
志
賀
島
へ
の
補
給
陣
地
、
壱
岐
を
攻
撃
す
る
作
戦
が
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
季
長
の
主
張
に
即
し
て
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
あ
ら
た
め
て
読
み
直
す
。
わ
た
し

た
ち
は
季
長
に
な
っ
て
み
る
。
季
長
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
絵
詞
を
説
明
す
る
。
季
長
は
い
く
ど
も
、

い
く
ど
も
、
敵
の
攻
撃
を
受
け
、
落
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
侍
と
し
て
、
武
士
と

し
て
、
ど
ん
な
危
険
に
も
行
動
し
続
け
た
。
勝
ち
戦
も
負
け
戦
も
、
率
直
に
絵
・
詞
で
示
し
て
い
る
。

防
禦
と
攻
撃
、
危
機
と
勝
利
。
か
な
ら
ず
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
強
敵
で
あ
り
、
完
全
な

勝
利
、
安
全
な
戦
い
は
な
か
っ
た
。
竹
崎
季
長
は
何
度
も
落
命
の
危
険
を
経
験
し
た
。
た
と
え
危

険
で
あ
っ
て
も
精
一
杯
の
戦
い
も
し
た
。
描
写
に
あ
た
っ
て
は
絵
師
へ
の
、
く
り
返
さ
れ
る
具
体
的

な
修
正
指
示
が
あ
っ
た
。
武
勲
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
誇
張
や
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

絵
詞
を
正
し
く
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
竹
崎
季
長
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
完
成
し
た
絵

詞
を
披
露
す
る
に
あ
た
り
、
竹
崎
季
長
は
見
る
も
の
に
ど
の
よ
う
に
絵
詞
を
説
明
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
わ
た
し
は
竹
崎
季
長
に
な
り
か
わ
り
、
絵
解
き
を
す
る
。

絵
詞
を
た
だ
し
く
理
解
す
れ
ば
、
迷
子
の
絵
も
、
詞
書
も
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
蒙
古

襲
来
絵
詞
』
に
、
季
長
の
主
張
が
、
い
か
に
、
具
体
的
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
実
録
で
あ

る
が
故
に
、
秀
逸
で
異
例
で
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
再
認
識
で
き
る
だ
ろ
う
。
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（図２）前二三、二四紙・鳥飼浜　季長と三人の蒙古兵、逃げる蒙古兵、三の丸尚蔵館所蔵、図版は『折本　日本古典絵巻館』から

＊
本
稿
で
の

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
図
版
は

『
折
本　

日
本
古
典
絵
巻
館
』
（
一
九
九
六　

IS
B

N
:4

8
8
9
＊
5
0
9
9
4
, IS

＊
0
0
＊

）

に
依
っ
た
。
原
所
蔵
は
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

　
　
　
　

Ⅰ
章　

矢
羽
の
記
録

（
文
永
の
役･

鳥
飼
浜
合
戦
）

W
h
at d

o
 th

o
se feath

ers o
f arro

w
s tell ab

o
u
t?

 

（Th
e B

attle o
f B

u
n
-
ei,at T

o
rik

ai 

tid
elan

d
) 

１　

三
人
の
蒙
古
兵
と
の
苦
闘
─
─
二
人
を
倒
し
、
果
敢
な
蒙
古
兵
も
倒
す
寸
前
だ
っ
た
！

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
通
じ
て
の
基
調
た
る
、
竹
崎
季
長
の
、
死
を
恐
れ
ぬ
激
闘
の
連
続
─
─

そ
の
１
、
ま
ず
は
最
も
著
名
で
あ
る
場
面
、
教
科
書
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
文
永
の

役
に
お
け
る
竹
崎
季
長
と
蒙
古
兵
の
対
戦
を
み
た
い
。
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
と
い
え
ば
、
大
半
の

読
者
が
こ
の
シ
ー
ン
を
思
い
起
こ
さ
れ
よ
う
。
名
場
面
で
あ
る

（
図
２
）
。

●
異
時
同
図
法

　

こ
の
場
面
は
異
時
同
図
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
画
面
に
、
異
な
る
時
間
帯
を
描
き
込

む
手
法
で
あ
り
、
絵
巻
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
の
こ
の
場
面
で
は
、
時
間

は
左
か
ら
右
に
進
む
。
こ
の
画
面
は
二
三
紙

・
二
四
紙
に
ま
た
が
る
が
、
二
四
紙
の
画
像
は
さ
ら

に
も
う
少
し
左
に
続
く
よ
う
な
の
で
、
本
来
は
さ
ら
に
長
か
っ
た
。
壮
大
な
一
大
ス
ペ
ク
ト
ラ
ル
で

あ
る
。

●
逃
げ
る
蒙
古
兵

　

左
端
に
は
、
逃
げ
る
蒙
古
兵
の
一
群
い
る

（
む
ろ
ん
左
に
失
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
か
ら
、
じ
っ

さ
い
は
も
っ
と
多
く
の
兵
が
逃
げ
て
い
た
だ
ろ
う
）
。
矢
筒
に
は
何
本
も
の
矢
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

肝
腎
の
弓
を
持
っ
て
逃
げ
る
兵
が
い
な
い
。
戦
意
を
喪
失
し
て
、
弓
ま
で
捨
て
て
い
た
。
そ
の
右
側

に
は
網
代
の
戸
板
を
背
負
っ
て
隠
れ
る
二
名
の
蒙

古
兵
が
い
る
。
戸
板
は
編
ま
れ
た
竹
の
弾
力
で
、

矢
を
は
じ
き
返
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
限

界
が
あ
っ
て
、
軽
量
で
あ
る
が
故
に
、
防
御
能
力

が
低
か
っ
た

（
＊
２
）
。
兵
た
ち
は
、
と
も
に
手

に
棒
の
よ
う
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
棒

が
ど
の
よ
う
な
武
器
な
の
か
、
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
。
倒
れ
る
一
人
は
、
右
手
で
か
ろ
う
じ
て
戸
板

を
支
え
、
左
手
は
地
面
す
れ
す
れ
で
、
も
は
や

前
に
は
進
め
な
い
か
の
よ
う
だ
。
流
血
も
著
し
い
。

そ
の
手
前
、
右
に
も
逃
げ
る
兵
が
い
て
、
マ
ン
ト

に
は
矢
が
中
っ
て
い
る
。
（
図
３
）
（
図
４
）

＊
２　

二
七
紙

・
祖
原
山
な
い
し
別
府
に
て
待
機
す
る
蒙
古

軍
団
に
も
、
こ
の
戸
板
が
林
立
し
て
画
か
れ
て
い
る
。

（
図
３
）
前
二
四
紙

・
戸
板
を
持
っ
て
禦
ぐ
蒙
古
兵

（
図
４
）
前
二
七
紙

・
祖
原
山

●
左
眼
に
的
中
し
た
矢

（
図
５
）

　

こ
の
一
団
の
前
に
唯
一
射
撃
を
す
る
二
人
が
い

る
。
と
こ
ろ
が
手
前
の
緑
色
の
綿
甲
冑

（＊
３
ヨ
ロ

イ
マ
ン
ト

）
の
兵
Ａ
の
顔
に
、
矢
が
命
中
し
て
い
る
。

な
ん
と
左
眼
に
中
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
図
５
）
。

赤
い
マ
ン
ト
と
色
が
重
な
っ
て
わ
か
り
に
く
い
も
の

の
、
あ
き
ら
か
に
マ
ン
ト
の
外
側
に
も
夥
し
く
真
っ

赤
な
血
が
流
れ
、
マ
ン
ト
の
裾
よ
り
も
下
、
ほ
と

ん
ど
地
面
に
ま
で
達
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
血
し
ぶ
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（図３） 異時同図法、 その場面 1　戸板を持って逃げる蒙古兵、 反撃する兵の左眼に矢 （図 5）

（図４） 祖原山

き
が
画
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
点
々
は
滴
る
血
で
あ
ろ
う
か
。

た
ぶ
ん
男
Ａ
は
立
っ
て
は
い
ら
れ
ず
、

自
ら
目
に
刺
さ
っ
た
矢
を
抜
こ
う
と

し
、
力
尽
き
る
の
だ
ろ
う
。
Ａ
が
放

と
う
と
し
た
自
ら
の
弓
に
、
矢
は

画
か
れ
て
い
る
。
矢
は
ま
だ
残
っ
て

お
り
、
射
放
つ
前
に
倒
さ
れ
た
。

　

全
身
を
綿
甲
冑

（
ヨ
ロ
イ
マ
ン
ト
）

で
覆
う
。
し
か
し
顔
面
に
ま
で
、
ヨ

ロ
イ
は
ま
と
え
な
い
。
と
り
わ
け
眼

が
最
大
の
弱
点
だ
っ
た
。
絶
好
の
標

的
で
は
あ
る
が
、
ふ
つ
う
敵
も
逃
げ

る
は
ず
だ
か
ら
、
的
中
は
至
難
で

あ
る
＊
４
。
後
ろ
左
側
の
兵
は
引
き

つ
っ
た
よ
う
な
、
恐
怖
に
お
び
え
き
っ

た
表
情
で
、
何
か
を
し
っ
か
り
と
持

つ
（
詳
細
不
明
、
武
器
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
）
。

＊
３

「
綿
甲
冑
」
の
言
葉
は
桜
井
清
香

『
元

寇
と
竹
崎
季
長
絵
詞
』
一
九
三
頁
に

よ
る
。
皮
ヨ
ロ
イ
と
す
る
人
も
い
る
。

＊
４　

後
三
年
役
で
の
鎌
倉
権
五
郎
景
正
も

目
に
刺
さ
っ
た
こ
と
で
有
名
。
『
後
三
年

役
絵
巻
』
に
そ
の
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
ほ
か
に
も
多
数
の
武
者
が
顔
に

矢
を
当
て
ら
れ
て
い
る
。
『
法
然
上
人
絵
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（図５） 眼に的中する矢、 本黒の矢羽

（図６） 顔 ・ 眼への的中 （後三年合戦絵詞）

（図６） 顔 ･ 首が最大の弱点

（図６−２）

（図６−３）

（図６−１）

（図６−４）

伝
』
漆
間
館
夜
襲
で
は
、
頭
に
矢
が
刺
さ
る
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
顔
の
一
部
を
覆
う
面
具
を
装
着
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
こ
の
絵
詞
で
は
蒙
古
兵
も
日
本
兵
も
着
用
し
て
い
な
い
。

（
図
６-

１
，
６-

２
）　

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
よ
り

（
図
６-

３
，
６-

４
）　

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
よ
り

●
的
中
し
た
矢
は
本
黒

　

蒙
古
兵
の
左
眼
に
命
中
し
た
こ
の
矢
、
そ
の
矢
羽
は

「
本
黒
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
記
憶
い
た

だ
き
た
い
。

　

矢
羽
は
矢
が
ま
っ
す
ぐ
に
飛
ぶ
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
矢
の
要
素
で
、
三
枚
の
羽
の
揚
力
を
利

用
し
、
回
転
さ
せ
る
。
中
っ
た
と
き
に
抉
る
よ
う
に
刺
し
、
殺
傷
力
を
高
め
る
。
雉
、
山
鳥
、
鷲
、

大
鷹
な
ど
の
羽
を
用
い
る
。
鷹
は
武
士
の
館
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
鷹
狩
の
た
め
で
、
『
一
遍
上
人

絵
伝
』
な
ど
、
武
士
館
の
光
景
に
は
鷹
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
鷹
の
尾
羽
が
多
用
さ

れ
た
。
模
様
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
っ
て
、
白
羽
、
本
黒
、
妻
黒
、
中
黒
、
本
白
、
中
白
、

妻
白
、
黒
羽
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
交
互
に
混
じ
る
の
が
切
斑

（
き
り
ふ
、
植
物
の
葉
に
よ
く

見
ら
れ
る
）
で
、
切
斑
に
も
矢
形
尾

（
矢
の
よ
う
な
山
形
の
尾
羽
模
様
）
、
町
形
尾

（
四
角
な

形
の
尾
羽
模
様
）
が
あ
っ
た
＊
５
。
左
眼
の
こ
の
矢
の
場
合
は
、
先

（
鏃
側
）
が
黒
く
、
次
に
白
と

黒
が
か
す
り
・
ま
だ
ら
と
な
っ
て
、
矢
筈
側
が
白
に
な
る
。
つ
ま
り
本
が
黒
い
の
で
、
「
本
黒
」
で

あ
る
。

＊
５　

続
群
書
類
従

・
鷹
部

『
鷹
経
本
疑
論
』
六
〇
九
頁
、
『
責
鷹
似
鳩
拙
抄
』
七
六
三
頁
、

●
矢
羽
模
様
は
手
柄
の
証
拠

　

武
士
は
だ
れ
が
射
た
矢
な
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
各
自
が
異
な
る
紋
様
の
矢
羽
を
持
っ
て
、
参

戦
し
た
。
た
と
え
ば
敵
の
大
将
を
射
た
矢
は
だ
れ
が
射
た
も
の
な
の
か
、
矢
羽
の
模
様
に
よ
っ
て
一

目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
射
手
に
し
て
み
れ
ば
当
然
で
、
手
柄
を
人
に
奪
わ
れ
て
は
た
ま
ら

な
い
。
射い

あ中
て
た
の
は
、
自
分
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
強
弓
の
持
ち
主
は
、

矢
に
名
前
も
書
き
入
れ
た
と
さ
れ
る
＊
６
。
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＊
６　

『
平
家
物
語
』
壇
ノ
浦
合
戦
に
、
「
和
田
小
太
郎
平
義
盛
」
「
伊
予
国
住
人
仁
井
紀
四
郎
親
清
」
と
漆
書
き
の
あ

る
矢
が
、
矢
い
く
さ
に
用
い
ら
れ
た
、
と
あ
る
。

●
季
長

・
本
黒
の
矢
こ
そ
が
左
目
に
的
中

　

そ
こ
で
季
長
の
箙

（え
び
ら
＝
戦
場
用
の
矢
筒
＊
７
）
に
残
さ
れ
た
矢
を
見
る
。
三
本
の
矢
が
画

か
れ
て
い
る
。
箙
に
は
通
常
、
二
四
本
の
矢
を
容
れ
た
（
＊
８
）
。
よ
っ
て
こ
の
と
き
ま
で
に
、
季
長

は
少
な
く
と
も
二
一
本
の
矢
を
射
終
え
て
い
た
。

　

季
長
の
矢
は
明
確
に
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
矢
筈
側
が
白
、
鏃
側
が
黒
、
そ
の
間
が
ま
だ
ら

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

「
本
黒
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
に
見
た
蒙
古
兵
の
顔
に
命
中
し
た
矢
こ

そ
が
、
季
長
が
射
た
矢
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
段
階
ま
で
は
季
長
に
危
機
は
な
か
っ
た
。
敵
は
矢
を
射

よ
う
と
し
て
、
発
射
寸
前
に
季
長
に
倒
さ
れ
た
か
ら
だ
（
＊
９
）
。

　

「
本
黒
」
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
奥
側
、
倒
れ
た
緑
色
の
兵
の
周
囲
を
飛
ぶ
矢
、
五
本
の
う
ち
三

本
は
「
本
黒
」
で
あ
る
。
直
接
命
中
し
た
矢
は
画
か
れ
て
い
な
い
が
、こ
の
兵
を
倒
す
以
前
に
サ
ポ
ー

ト
し
た
功
労
者
も
ま
た
、
竹
崎
季
長
で
あ
る
。
そ
う
主
張
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

最
初
は
日
本
側
に
追
わ
れ
て
逃
げ
る
蒙
古
兵
の
場
面
だ
っ
た
。
一
部
は
反
撃
し
た
が
、
季
長
の

強
弓
に
倒
さ
れ
た
。
こ
の
局
面
ま
で
は
、
季
長
が
圧
倒
的
に
優
勢
だ
っ
た
。
そ
の
時
間
帯
を
ま
ず

画
い
た
の
で
あ
る
。

＊
７　

矢
入
れ
、や
つ
ぼ
。
胡
録
（こ
ろ
く
・や
な
ぐ
い
）
は
公
家
用
と
さ
れ
る
。
箙
・
胡
録
は
右
腰
に
、
靫
は
背
に
負
う
（
『
日

本
の
武
器
武
具
』
）
。

＊
８　

『
平
家
物
語
』
・
橋
合
戦
に

「
二
十
四
刺
し
た
る
矢
」
と
あ
る
。
最
大
で
三
〇
本
が
入
る
と
も
い
う
。

＊
９　

こ
の
蒙
古
兵
の
前
、
右
側
に
逃
げ
て
く
る
蒙
古
兵
が
二
人
画
か
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
射
撃
の
ジ
ャ
マ
に
な
り
そ
う

だ
が
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は
、
読
む
側
が
こ
の
時
間
差
を
理
解
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

●
優
勢
か
ら
劣
勢
へ

　

と
こ
ろ
が
一
転
し
て
、
季
長
危
機
の
場
面
に
な
る
。
突
如
現
れ
た
三
人
の
果
敢
な
る
蒙
古
兵
。

左
の
一
群
は
視
野
か
ら
去
り
、
画
面
は
三
人
と
季
長
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。
馬
上
の
竹
崎
季
長

は
眼
前
の
三
人
と
の
対
戦
に
必
死
で
、
す
で
に
馬
の
腹
か
ら
は
血
が
流
れ
、
季
長
自
身
、
兜
に
赤

い
矢
、
防
具
の
な
い
膝
に
矢
が
的
中
し
て
い
る
。
膝
を
射
貫
い
た
矢
は
赤
で
縁
取
り
が
あ
り
、
馬
の

腹
に
命
中
し
た
矢
の
羽
根
は
赤
い
色
彩
が
画
か
れ
て
い
る
。
兜
の
矢
は
全
部
赤
く
画
か
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
赤
い
矢
を
矢
筒

（
＝
日
本
の
え
び
ら
と
ち
が
っ
て
細
長
い
）
に
入
れ
て
い
る

蒙
古
兵
は
画
か
れ
て
い
な
い
。

　

馬
は
瀕
死
、
季
長
も
ま
さ
に
殺
害
さ
れ
る
寸
前
で
あ
っ
た
。
蒙
古
兵

（
そ
の
一
、
Ｂ
）
は
、
熊

皮
の
矢
筒

（
矢
入
れ
）
を
持
つ
。
弓
袋

（
弓
入
れ
）
も
腰
に
し
て
い
る
。
射
終
わ
っ
て
い
る
人
物
は
、

こ
の
兵
Ｂ
の
み
だ
。

●
善
戦
も
虚
し

　

Ｂ
の
射
る
矢
の
模
様
は
中
黒
の
よ
う
で
あ
る
。
季
長
に
命
中
し
た
赤
い
矢
、
ま
た
赤
の
縁
取
り
の

矢
を
い
た
蒙
古
兵
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
季
長
も
絵
師
も
敵
側
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

ど
こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
た
矢
に
中
っ
た
の
だ
。

　

Ｂ
の
足
下
に
左
に
飛
ぶ
矢
が
あ
り
、
的
中
で
は
な
く
て
、
か
す
か
に
逸
れ
た
。
先
が
白
く
本
が
黒
い
。

本
黒
だ
か
ら
季
長
の
矢
で
あ
ろ
う
。

　

三
人
の
う
ち
青
の
戎
衣

（
マ
ン
ト
・
鎧
）
を
着
て
、
槍
を
持
つ
兵
Ｃ
を
み
る
と
、
頭
の
横
、
至

近
を
矢
が
通
過
す
る
。
こ
れ
も

「
本
黒
」
の
矢
だ
。
こ
の
場
面
、
季
長
は
一
方
的
に
追
い
込
ま
れ

た
の
で
は
な
く
、
対
等
に
激
し
く
戦
っ
て
い
た
。
こ
の
絵
に
は
、
わ
ず
か
な
時
間
差
を
読
者
が
追
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
季
長
の
奮
闘
を
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

─
─
─
わ
し
の
矢
が
ま
ず
、
み
ご
と
に
敵
の
眼
に
命
中
し
た
、
も
う
一
人
も
倒
し
か
け
た
ぞ
。

そ
し
た
ら
も
の
す
ご
い
連
中
、
三
人
が
突
然
出
て
き
た
。
わ
し
が
狙
っ
た
矢
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
外

れ
て
し
ま
っ
た
。
惜
し
か
っ
た
。
二
人
は
倒
せ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
に
、
自
分
が
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

季
長
は
こ
の
絵
に
よ
っ
て
、
子
供
や
孫
や
、
た
ず
ね
て
く
る
人
々
に
、
自
ら
の
戦
い
を
具
体
的
に

語
っ
た
。
自
慢
も
し
た
。
奮
戦
記
の
絵
解
き
を
、
自
ら
語
っ
て
見
せ
た
。

●
制
作
過
程
で
の
時
間
差
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（図７-1） ひとり一人異なる矢羽

　

時
間
差
は
完
成
画
面
だ
け
で
な
く
、
制
作
過
程
に
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
は
下
絵
の
段
階
で
、

左
右
に
長
い
構
図
に
な
っ
て
い
た
。
絵
は
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
全
体
で
描
画
す
る
か
ら
、
蒙
古
兵
多
数

は
ス
タ
ッ
フ
＝
弟
子
が
描
い
た

（
背
景
の
色
塗
り
、
単
調
な
建
物
な
ど
も
弟
子
が
画
く
）
。
三
人

の
場
面
は
、
二
枚
の
紙
の
貼
り
合
わ
せ
た
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
左
が
描
か
れ
た
あ
と
、

貼
り
合
わ
せ
ら
れ
て
右
が
描
か
れ
た
よ
う
だ
。
最
も
重
要
な
場
面
で
あ
る
か
ら
、
三
人
と
季
長
は

最
も
優
れ
た
技
量
を
持
つ
師
匠
、
す
な
わ
ち
絵
師
棟
梁
が
描
い
た
。
絵
の
タ
ッ
チ
が
異
な
り
、
多

く
の
蒙
古
兵
の
う
ち
、
三
人
の
み
に
威
圧
感
が
あ
る
の
は
、
描
き
手
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

跳
ね
る
馬
に
乗
り
つ
づ
け
る
季
長
、
そ
の
不
自
然
な
体
勢
は
、
後
の
時
間
帯
、
（
２
）
の
果
敢
な

三
人
に
対
応
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
危
機
に
面
し
た
瀕
死
の
季
長
と
し
て
画
か
れ
た
。

　

左
の
一
団
は
敗
れ
て
逃
げ
る
集
団
、
敗
走
兵
だ
っ
た
か
ら
、
弱
い
姿
に
描
か
れ
る
。
右
手
の
三

人
は
、
直
後
に
登
場
し
て
、
季
長
に
負
傷
さ
せ
る
ほ
ど
、
武
力
に
秀
で
た
最
強
勇
士
だ
っ
た
か
ら
、

左
と
は
ま
る
で
異
な
る
勇
猛
な
姿
に
て
描
か
れ
る
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ロ
イ
マ
ン
ト
や
カ
ブ
ト
も

左
と
右
で
、
あ
え
て
差
を
出
し
、
異
時
同
図
法
を
用
い
つ
つ
、
両
者
渾
然
と
し
て
一
体
感
を
持
た

せ
、
季
長
の
力
戦
を
描
き
上
げ
た
。
す
ば
ら
し
い
描
写
力
で
あ
る
。

　

前
の
時
間
帯
、
左
の
蒙
古
兵
を
さ
ん
ざ
ん
追
い
詰
め
た
時
は
、
季
長
は
馬
上
か
ら
で
も
動
き
の

少
な
い
、
安
定
に
近
い
状
態
で
い
た
。
危
機
状
態
で
季
長
が
射
た
矢
が
、
左
眼
に
命
中
し
た
と
考

え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
馬
上
静
止
の
絵
は
省
略
さ
れ
た
。
描
か
れ
た
の
は
、
馬
上
に
て
の

危
機
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
こ
の
絵
の
場
面

・
部
分
の
時
間
差
は
、
（
１
）
左
に
逃
げ
る
多
勢
、
そ
の
な
か
で
一
矢
を

報
い
よ
う
と
し
な
が
ら
、
季
長
の
矢
に
目
を
射
貫
か
れ
た
一
名
と
、
と
な
り
の
も
う
ひ
と
り
の
み

が
抵
抗
を
見
せ
た
時
間
帯
。
そ
し
て
反
転
し
て

（
２
）
新
た
に
伏
兵
の
よ
う
に
現
れ
た
猛
々
し
く

強
い
三
人
の
蒙
古
兵
、
と
の
時
間
帯
と
な
る
。

２　

ひ
と
り
一
人
に
よ
っ
て
ち
が
う
矢
羽 

─
─
─
─ 

生
の
松
原
石
築
地
と
三
井
資
長
の
切
斑

第Ⅰ部　歴史を歩く
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（図７-２） 異なる矢羽（一部拡大）　

切　

斑

褄
黒
切
斑

中　

黒

本　

黒

褄　

黒

●
生
の
松
原
石
築
地

　

さ
て
以
上
で
は
、
侍
は
異
な
る
模
様
の
矢
羽
の
矢
を
所
持
し
た
こ
と
を
前
提
に
し
た
。
し
か
し

上
記
の
場
面
で
は
、
射
手
は
季
長
一
人
し
か
い
な
い
の
で
、
十
分
な
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ

て
他
の
二
場
面
で
も
確
認
し
て
お
く
。
武
士
一
人
一
人
に
よ
っ
て
矢
羽
が
異
な
る
こ
と
の
確
認
は
、

こ
の

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
な
ら
ど
の
場
面
で
も
よ
い
の
だ
け
れ
ど
、
生
の
松
原
の
石
築
地
に
て
築

地
上
に
待
機
す
る
菊
池
一
族
と
、
そ
の
前
を
行
進
す
る
竹
崎
季
長
一
行
を
画
く
場
面
を
み
て
み

よ
う
。
左
右
三
枚
の
料
紙
に
亘
る
圧
巻
の
場
面
で
あ
っ
て
、
上
記
、
鳥
飼
浜
と
並
ぶ

『
蒙
古
襲

来
絵
詞
』
を
代
表
す
る
双
璧
で
、
お
そ
ら
く
は
読
者
に
も
な
じ
み
の
あ
る
光
景
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
季
長
は
朱
塗
り
の
箆の

（
矢
竹
）
を
箙

え
び
ら

に
収
納
し
て
い
る
。
絵
で
は
縦
四
、
横
四
で
、

一
六
本
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
た
だ
し
く
は
六
×
四
で
、
二
四
本
の
収
納
で
あ
ろ
う
。
ま
た
矢
羽

は

「
中
白
」
で
あ
る
。
矢
は
合
戦
毎
に
新
調
す
る
。
む
ろ
ん
文
永
合
戦
で
も
矢
は
射
尽
く
し
て
い

た
。
文
永
の
役

（
本
黒
）
と
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
矢
師
が
一
羽
の
鷹
の
尾
羽

・
手
羽
か
ら

作
成
し
た
、
矢
羽
文
様
の
揃
っ
た
新
し
い
二
四
本
を
持
参
す
る
。

　

ま
た
閏
七
月
五
日
志
賀
島
海
戦
で
、
敵
船
に
乗
り
込
み
、
敵
の
首
を
取
る
季
長
の
矢
羽
も
同

じ
く
中
白
で
あ
る
。
た
だ
し
箆
は
朱
で
は
な
く
、
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
合
戦
の
日
が
異

な
る
の
か
、
絵
師
の
不
備
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
季
長
よ
り
後
ろ
の
四
騎
の
矢
羽
は
、
本
黒
、

中
黒
、
本
黒

（
た
だ
し
前
々
を
行
く
武
者
の
本
黒
と
は
模
様
が
異
な
る
）
、
以
上
三
騎
の
箆
は
黒

塗
り
、
最
後
尾
は
白
羽
で
箆
は
素
地
で
あ
る
。
季
長
の
一
行
は
、
ひ
と
り
一
人
の
矢
羽
の
模
様
が

異
な
っ
て
い
て
、
箆
の
色
も
ち
が
っ
て
い
た
。

　

い
っ
ぽ
う
石
築
地
上
の
菊
池
一
族
は
三
五
人
が
画
か
れ
て
い
て
、
う
ち
箙
を
負
っ
た
姿
の
も
の
は

二
三
人
で
あ
る
。
菊
池
一
族
は
み
な
そ
の
箆
が
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
族
の
象
徴
と
し

て
黒
の
矢
を
、
統
一
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

矢
羽
は
劣
化
の
著
し
い
八
紙
で
は
ほ
と
ん
ど
白
に
し
か
見
え
な
い
が
、
六
紙
で
は
中
黒
、
本
黒
、

本
白
、
褄
黒
、
切
斑
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
む
ろ
ん
個
人
個
人
で
は
文
様
を
統
一
し
て
い
る
。

　

菊
池
一
族
は
旗
印
に
鷹
の
羽
紋
を
用
い
て
、
惣
領
の
み
は
並
び
鷹
の
羽

（
二
つ
鷹
の
羽
）
紋
を
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（図８） 季長姉婿  三井資長の矢が蒙古兵に中る

使
用
し
、
庶
子
は
一
つ
鷹
の
羽
紋
の
旗
印
だ
っ
た
。
そ
の
鷹
の
羽
紋
は
切
斑
で
あ
っ
た
。
実
際
の
矢

に
切
斑
を
用
い
た
侍
も
多
く
、
少
な
く
と
も
こ
の
場
面
に
て
六
人
は
、
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
惣

領
の
三
郎
武
房
は
剥
落
が
あ
る
が
、
や
は
り
矢
羽
は
切
斑
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
士
は
ひ
と
り
一
人
、
異
な
る
矢
羽
の
矢
を
箙
に
入
れ
て
、
戦
場
に
臨
ん
だ
。

こ
の
こ
と
は
前
三
紙
、
五
紙
、
六
紙
、
九
紙
、
一
三
紙
、
一
五
紙
、
一
七
紙
、
後
巻
一
一
〜

一
二
紙
、
一
五
〜
一
六
紙
、
一
九
紙
、
二
六
紙
、
弓
矢
が
画
か
れ
た
す
べ
て
の
場
面
で
確
認
で
き
る
。

　

な
か
に
は
白
紙
で
巻
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が

（
後
六
〜
七
紙
、
一
九
紙
）
、

そ
こ
に
も
異
な
る
矢
羽
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
若
干
、
省
略
描
法
に
な
っ
て
い
た
。

●
三
井
資
長
と
切
斑
の
矢
羽

　

矢
羽
の
ち
が
い
で
、
だ
れ
の
矢
が
中
っ
た
の
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
も
他
の
場
面

で
確
認
し
て
お
こ
う
。
前
二
〇
紙
、
二
一
紙

・
三
井
資
長

（
季
長
姉
聟
）
が
鳥
飼
潟
に
て
蒙
古

兵
を
追
走
す
る
場
面
が
あ
る
。
箙
に
あ
る
資
長
の
矢
羽
は
切
斑
で
あ
る
。
前
を
逃
げ
る
二
人
に

矢
が
命
中
し
て
い
る
が
、
マ
ン
ト
ヨ
ロ
イ

（
綿
甲
冑
）
の
お
か
げ
で
、
倒
れ
は
せ
ず
、
致
死
傷
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
こ
の
矢
も
も
ち
ろ
ん
、
二
本
と
も
に
切
斑
で
あ
っ
て
、
資
長
が
射
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
ま
で
気
配
り
し
て
描
写
し
た
。
絵
師
は
合
戦
の
ル
ー
ル
ど
お
り
に
、
依
頼
主
の
指
示
に
従
っ
て
画

い
た

（
た
だ
し
絵
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
が
真
実
だ
っ
た
の
か
否
か
、
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
）
。

　

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
で
も
矢
羽
は
模
様
や
色
に
よ
っ
て
、
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

Ⅱ
章　

風
を
描
く

（
弘
安
の
役

・
博
多
湾
合
戦
）

H
in

ts fro
m

 th
e w

ay o
f w

in
d
 b

lo
w
s: T

h
e B

attle o
f K

o
-
an

,in
 H

akata-
w
an

 B
ay

３　

海
上
合
戦

・
不
利
な
低
位
置
、
逆
風
で
の
苦
闘
！

●
左
画
面
か
ら
推
測
で
き
る
右
欠
損
部 

─
─
─
─ 

低
位
置
に
い
た
季
長
の
船
と
切
斑
の
矢

第Ⅰ部　歴史を歩く
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（図８- １） 拡大、 中った矢は （右） 資長の手羽

（図９- １） 『後三年合戦絵詞』 侍ごとに画分けられた矢羽　本黒、黒羽、中黒、赤羽 （染羽） ､ 白羽、大中黒、切斑 （蒙古襲来絵詞も同様）

（図９- ２） 『後三年合戦絵詞』 （東京国立博物館所蔵） 射放たれた矢も識別可能

（図８- ２）
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（図 10） 後二八紙迷子の断簡 ・ いつ、 どこの場面

　

以
上
を
踏
ま
え
て
後
二
八
紙
を
見
る
。
こ
の
画
面
は
読
者
に
は
余
り
な
じ
み
が
な
か
っ
た
光
景

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
日
・
麗

（
蒙
）
の
船
相
互
の
海
上
激
戦
を
画
く
、
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

絵
詞
の
中
で
も
秀
逸
に
属
す
る
、
迫
力
に
満
ち
た
戦
闘
シ
ー
ン
な
の
だ
。
海
上
を
二
隻
の
蒙
古
船

が
進
ん
で
く
る
。
抜
都
魯

（
バ
ー
ト
ル
、
ま
た
は
バ
ツ
ー
ル
＝
勇
敢
な
る
）
舟
と
呼
ば
れ
、
軽
く

て
速
い
船

（
軽
疾
舟
）
と
も
呼
ば
れ
た
、
蒙
古
の
上
陸
用
小
艇
が
二
隻
で
あ
る
。

　

二
隻
の
船
の
前
面
側
板
に
は
、
か
な
り
の
矢
が
中
っ
て
い
る
。
読
者
は
描
か
れ
た
激
し
い
戦
に
お

ど
ろ
く
が
、
所
詮
、
板
に
し
か
中
ら
な
か
っ
た
矢
は
、
外
れ
矢
で
あ
る
。
日
本
兵
の
矢
を
奥
の
蒙

古
船
は
矢
盾
で
防
い
で
い
る
。
し
か
し
矢
盾
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
空
間
が
一
ヶ
所
あ
る
。
こ
れ
は

描
写
の
都
合
上
で
開
け
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
位
置
に
い
て
旗
を
持
つ
兵
の
前
面
の
盾
に
は

六
本
の
矢
が
刺
さ
っ
て
い
る
。
矢
盾
に
隠
れ
な
が
ら
立
つ
旗
手
の
目
は
、
恐
怖
に
怯
え
た
か
、
空

ろ
で
あ
る
。
そ
こ
を
日
本
兵
が
狙
っ
た
。
す
ぐ
後
ろ
に
い
た
蒙
古
兵
に
、
日
本
側
の
矢
が
命
中
し
、

流
血
の
惨
事
と
な
っ
た
。
た
だ
し
矢
羽
が
描
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
羽
模
様
は
わ
か
ら
な
い
。

　

並
走
す
る
前
側
の
船
に
は
、
な
ぜ
か
、
矢
盾
が
描
か
れ
て
い
な
い

（じ
っ
さ
い
に
は
並
ん
で
い
た
は

ず
で
あ
る
）
。
一
番
手
前
に
い
る
兵
の
喉
元
に
日
本
側
の
矢
が
的
中
、
激
し
く
血
が
流
れ
、
そ
の

血
は
海
面
を
赤
く
染
め
る
ほ
ど
に
大
量
で
あ
っ
た
。
意
識
も
な
く
、す
で
に
絶
命
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
矢
羽
は
切
斑
で
あ
る
。

　

こ
の
船
の
前
面
に
刺
さ
っ
て
い
る
矢
に
は
、
明
瞭
に
切
斑
と
認
め
ら
れ
る
羽
は
少
な
く
て
、
奥
か

ら
三
本
目
が
切
斑
と
認
め
ら
れ
そ
う
だ
。
多
く
の
矢
が
射
ら
れ
た
が
、
な
か
な
か
命
中
は
さ
せ
ら

れ
ず
、
む
な
し
く
前
面
の
舟
板
に
中
っ
て
い
た
。
す
べ
て
が
仰
角
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
に
低
い
位

置
か
ら
射
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
画
か
れ
た
矢
は
外
れ
ば
か
り
、
し
か
し
切
斑
の
矢
を
射
た
人
物
は
、

ほ
と
ん
ど
外
す
こ
と
も
な
く
、
み
ご
と
に
敵
の
兵
を
し
と
め
た
。

　

隠
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
そ
こ
に
あ
る
。

●
後
二
八
紙

・
失
わ
れ
た
右
側
を
推
定
す
る

　

こ
の
画
面
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
戦
っ
て
い
る
日
本
側
の
船
の
絵
が
残
ら
な
か
っ
た
か
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ら
だ
。
む
ろ
ん
当
初
に
は
画
か
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
長
年
の
間
に
失
わ
れ
た
。
奥
の
船
の
蒙
古

兵
は
矢
先
を
下
に
向
け
て
い
る
。
俯
角
を
も
っ
て
射
撃
し
た
。
そ
の
延
長
上
に
日
本
兵
船
が
い
て
、

蒙
古
の
標
的
た
る
日
本
の
武
士
が
い
た
と
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
だ
れ
が
い
た
の
か
。

　

こ
の
絵
詞
は

『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
蒙
古
合
戦
に
お
け
る
竹
崎
季
長

の
勇
敢
な
る
行
動
を
画
い
た
も
の
で
あ
る
。
登
場
人
物
は
原
則
と
し
て
竹
崎
季
長
な
い
し
そ
の
手

ノ
者

（
家
人
）
・
関
係
者
で
あ
る
。
季
長
の
ほ
か
に
も
武
士
団
が
画
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
あ

く
ま
で
季
長
の
行
動
に
関
係
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
画
か
れ
た
の
で
あ
る

（
少
弐
、
大
友
、
菊
池
、

白
石
、
河
野
な
ど
）
。
な
ら
ば
、
こ
こ
で
蒙
古
側
か
ら
矢
を
向
け
ら
れ
た
船
こ
そ
、
竹
崎
季
長
の

兵
船
と
考
え
た
い
。
そ
こ
に
無
我
夢
中
で
矢
を
射
る
竹
崎
季
長
、
そ
し
て
手
ノ
者
が
い
た
。

　

み
た
と
お
り
左
手
前
の
船
、
船
板
に
中
る
矢
は
、
み
な
仰
角
で
、
日
本
船
は
き
わ
め
て
低
い
位

置
に
い
た
。
た
だ
敵
船
側
、
射
撃
す
る
蒙
古
兵
は
、
奥
の
兵
船
と
は
異
な
っ
て
、
矢
先
を
水
平
よ

り
は
上
に
向
け
て
い
る
。
弓
矢
の
軌
跡
は
放
物
線
を
描
く
か
ら
、
標
的
よ
り
は
上
を
向
け
て
、
仰

角
に
矢
を
放
つ
。
ひ
と
つ
の
理
由
は
標
的

（
日
本
兵
）
と
の
距
離
が
あ
っ
た
か
ら
、
ひ
と
つ
の
理
由

は
盾
に
て
防
が
れ
て
し
ま
う
矢
を
、
盾
の
高
さ
を
越
え
て
敵
に
中
て
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
季
長

船
の
い
た
場
所
は
、
奥
の
船
の
兵
の
、
下
を
向
け
た
矢
の
先
、
俯
角
の
直
線
上
に
あ
っ
て

（
俯
角

な
ら
ば
直
線
に
近
い
軌
跡
に
な
る
）
、
か
つ
手
前
の
船
か
ら
蒙
古
の
矢
の
軌
道
、
放
物
線
の
落
下
点
、

そ
の
直
線
と
曲
線
の
交
点
と
な
る
。
季
長
の
兵
船
は
閏
七
月
五
日
に
も
登
場
す
る
。
同
じ
船
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
段
階
に
は
当
然
存
在
し
て
い
た
。
季
長
の
旗
印
は

「
三
つ
目

結
い
吉
字
」
で
あ
る

（
文
永
の
役
に
画
か
れ
て
い
る
、
前
一
八
紙
）
。

　

低
位
置
に
い
た
か
ら
雨

・
ア
ラ
レ
と
落
下
し
て
く
る
矢
は
盾
に
よ
っ
て
防
ぐ
し
か
な
い
。
盾
を
越

え
て
く
る
矢
も
あ
る
。
片
屋
根
の
よ
う
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
盾
に
隠
れ
つ
つ
、

指
揮
を
と
る
季
長
は
、
切
斑
の
矢
を
、
箙
に
入
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
危
険
き
わ
ま
る
な
か
、
確

実
な
弓
の
技
術
で
、
正
確
に
相
手
を
倒
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
季
長
だ
っ
た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

が
想
定
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
戦
い
は
矢
の
応
酬
に
留
ま
り
、
季
長
た
ち
は
、
敵
船
に
上
が
る
こ

と
な
ど
で
き
な
か
っ
た

（だ
か
ら
、
彼
の
矢
が
敵
兵
に
中
っ
た
と
証
人
に
な
る
も
の
も
い
な
か
っ
た
）
。
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季
長
着
用
の
鎧
は
閏
七
月
五
日
の
二
つ
の
画
面
、
お
よ
び
日
時
未
詳
の
河
野
通
有
仮
屋
形

（
陣

所
）
の
絵
か
ら
、
赤
糸
威
の
鎧
と
わ
か
る
。
季
長
は
蒙
古
船
の
手
前
に
て
、
多
く
の
兵
が
有
効
射

撃
で
き
る
よ
う
、
直
角
に
船
を
寄
せ
よ
う
と
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
鎧
を
着
用
し
な
い
無
防
備
の

水
主
は
、
極
端
な
接
近
を
嫌
っ
た
。

　

奥
側
に
い
る
船
内
の
蒙
古
兵
を
射
た
矢
羽
の
模
様
も
、
残
念
な
が
ら
画
か
れ
て
い
な
い
。
切
斑

の
矢
が
船
板
に
多
数
、
刺
さ
る
。
そ
れ
ら
は
外
れ
矢
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
一
人
の
敵
を
倒
し
た
。

こ
の
切
斑
矢
は
季
長
自
身
で
は
な
く
、
援
護
す
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
も
の
の
よ
う
だ
。
後
述
す
る

け
れ
ど
、
そ
こ
に
は
有
坂
義
長

・
岩
屋
久
親

・
畠
山
覚
阿
弥

・
本
田
兼
房
ら
が
乗
る
島
津
兵
船

が
い
た
。
よ
っ
て
旗
印
は
鶴
丸
に
十
、
お
な
じ
み
の
島
津
氏
の
家
紋
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
四
人
は

季
長
の
軍
功
の
証
人
と
な
る
人
々
で
、
絵
師
も
好
意
的
に
描
写
し
た
と
想
定
で
き
る
。

＊
１０　

な
お
後
ろ

（
奥
）
の
船
は
前
面
の
み
に
射
手
が
い
て
、
後
方
の
兵
は
槍
や
鉾
を
持
っ
て
い
る
。
分
業
が
あ
っ
て
、
彼

ら
は
上
陸
後
の
戦
闘
要
員
だ
っ
た
。
前
二
七
紙
、
麁
原
山

（
祖
原
山
）
な
い
し
は
別
府
に
て
布
陣
す
る
蒙
古
勢
も
、

弓
を
持
つ
も
の
は
騎
馬
の
三
名
で
、
鉾
槍
を
持
つ
も
の
は
、
騎
馬
が
一
、
歩
行
が
一
八
名
ほ
ど
で
、
槍
が
主
体
の
よ

う
に
見
え
る
。

　　

ま
た
手
前
の
船
は
左
側
に
大
き
な
画
面
の
破
損
が
あ
る
。
破
損
部
の
中
に
わ
ず
か
に
体
の
一
部

の
み
が
残
さ
れ
た
。
倒
れ
た
兵
の
左
の
人
物
は
、
手
の
動
き
か
ら
す
る
と
、
武
器
は
持
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
艪
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
漕
手
で
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
後
方
に
上
向
き
の
人
差
し

指
で
日
本
側
を
指
す
手
が
画
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
射
手
で
は
な
く
、
斥
候
か
将
校
の
腕
で
、
な

に
か
日
本
側
の
弱
点
、
ま
た
は
異
様
な
動
き
を
察
知
し
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
破
損
が
ひ
ど
く
不

明
。

　

漕
法
に
関
し
て
は
手
前
の
蒙
古
船
の
櫓
は
舳
先
の
方
に
向
い
て
い
る
。
和
船
で
あ
れ
ば
、
櫓
は
通

常
、
せ
が
い

（
船
枻
、
舷
側
）
に
置
か
れ
、
艫

（
船
尾
）
側
に
延
び
る
。
蒙
古
船
は
打
櫂
、
オ
ー

ル
漕
法
で
、
漕
手

（
水
主
）
は
後
ろ
向
き
に
漕
い
で
い
た
。
奥
の
船
に
つ
い
て
、
漕
手
は
画
か
れ
て

い
な
い
が
、
同
様
に
後
ろ
向
き
で
、
オ
ー
ル
漕
法
で
船
を
漕
い
で
い
た
と
わ
か
る

（
後
ろ
向
き
漕
法

は
絵
詞
で
も
こ
こ
以
外
の
場
面
に
は
、
な
い
）
。

　

船
に
は
花
の
文
様
あ
る
は
波
状
の
文
様
が
あ
る
。
唐
草

・
唐
花
ら
し
い

（
『
中
国
の
文
様
』

一
九
九
一
、IS

B
N

:4
-
0
9
-
5
8
7
0
0
3
-
6

）
。
船
の
先
頭
、
矛
先
に
は
装
飾
的
な
幡
が
あ
っ
て
、
旗
印

で
あ
ろ
う
。
火
焔
状
の
縁
取
り
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
い
か
に
も
大
陸
的
な
描
写
で
あ
る
。
季
長
、

そ
し
て
絵
師
は
、
大
宰
府
に
い
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
兵
船
は
ム
リ
で
も
貿
易
船
た
る
中
国
船
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
竹
崎
季
長
の
本
貫
地
は
菊
池
川
流
域
に
あ
っ
て
、
日
宋
貿
易
に
関
与

し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。
著
書
参
照
）
。

●
同
じ
波

　

つ
ぎ
に
後
三
一
紙
を
み
る
。
見
て
き
た
二
八
紙
に
き
わ
め
て
タ
ッ
チ
が
似
て
い
る

（
色
調
の
明
暗

に
若
干
差
が
あ
る
）
。
船
が
二
艘
、
併
走
し
て
い
る
。
弓
矢
を
も
つ
射
手
は
画
か
れ
て
お
ら
ず
、

戦
闘
前
で
あ
る
。
矛

・
長
刀
を
持
っ
て
、
戦
場
に
急
ぐ
蒙
古
兵
で
あ
る
。
波
の
感
じ
も
二
八
紙
に

似
る
。

　

右
側
に
台
座
ら
し
き
一
部
が
あ
る
が
、
高
麗
船

（
蒙
古
船
）
に
は
み
な
こ
う
し
た
台
座
が
あ
っ
て
、

将
校

（
校
尉
）
が
座
る
。
台
座
は
前
を
行
く
船
の
艫

（と
も
、
船
尾
）
の
一
部
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
こ
の
二
八
紙
と
三
一
紙
、
二
つ
の
シ
ー
ン
は
同
じ
日
の
、
同
じ
時
間
帯
の
も
の
で
、
接
続

し
、
連
続
す
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
三
一
紙
の
右
に
一
枚

（な
い
し
半
枚
か
）
の
料
紙
が
あ
っ

て
、
失
わ
れ
た
一
枚
に
は
台
座
船
の
全
体
が
画
か
れ
て
い
た
。
決
戦
場
に
進
む
蒙
古
船
団
が
並
走

す
る
。
よ
っ
て
全
体
は
、
左
に
猛
追
し
て
く
る
一
隻
、
そ
の
右
、
中
央
の
欠
損
し
た
料
紙
に
、
同

じ
く
戦
闘
前
の
複
数
隻
、
そ
し
て
右
に
激
戦
さ
中
の
二
隻
、
そ
し
て
失
わ
れ
た
料
紙
に
、
蒙
古

船
と
戦
う
竹
崎
季
長
な
ら
び
に
島
津
手
ノ
者
の
兵
船
と
つ
づ
く
、
こ
の
よ
う
に
左
か
ら
右
に
画
か

れ
て
い
た
と
推
定
す
る
。

　

現
在
の
絵
詞
の
接
続
は
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
、
熊
本
細
川
藩
に
て
修
理
し
た
際
の
も
の

で
あ
る
。
二
八
紙
と
三
一
紙
の
間
に
は
二
枚
分
の
白
紙
が
接
合
さ
れ
て
い
る
。
前
巻

・
後
巻
を

通
じ
て
、
修
理
に
際
し
て
二
枚
も
の
余
白
を
設
け
た
と
こ
ろ
は
、
ほ
か
に
は
な
い
。
細
川
藩
の
学

者
も
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
画
面
が
一
枚
分
を
含
ん
で
接
続
す
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
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（図 11） 風、 波

●
同
じ
風

　

著
者
が
両
者

（
二
八
紙
と
三
一
紙
）
に
は
一
体
性
が
あ
る
。
二
紙
を
連
続
す
る
画
面
だ
と
判

断
す
る
理
由
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
風
向
き
の
共
通
性
が
あ
る
。
三
一
紙
も
二
八
紙
も
、
と
も

に
風
は
左
か
ら
右
に
吹
い
て
い
る
。
三
一
紙
で
は
奥
の
船
の
白
い
吹
き
流
し
、
手
前
の
船
の
鉾

・
槍

に
付
さ
れ
た
小
さ
な
旗
も
み
な
左
か
ら
右
に
吹
い
て
い
る
。
旗
は
真
横
を
向
い
て
い
る
か
ら
、
か

な
り
強
い
風
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
二
八
紙
で
は
手
前
の
旗
は
右
か
ら
左
に
な
っ
て
い
て
、

奥
の
船
が
左
か
ら
右
に
靡
く
こ
と
と
は
矛
盾
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
手
間
の
旗
手
が
強
い
力
で
旗
を

振
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

船
の
進
行
に
よ
っ
て
、
う
し
ろ
に
向
か
っ
て
旗
が
靡
く
こ
と
が
ふ
つ
う
だ
ろ
う
か
ら
、
逆
方
向
の

風
向
き
な
ら
、
よ
ほ
ど
に
風
が
強
か
っ
た
。
季
長
は
そ
の
こ
と
を
、
そ
う
と
う
な
こ
だ
わ
り
を
も
っ

て
記
録
に
残
そ
う
と
し
た
。

　

矢
は
風
上
に
は
飛
び
に
く
い
。
風
下
に
向
か
っ
て
は
強
弓
と
な
る
。
こ
の
と
き
季
長
兵
船
は
、
逆

風
の
た
め
に
、
苦
し
み
ぬ
い
た
。
先
に
二
八
紙
で
は
日
本
船
が
蒙
古
船
よ
り
も
低
い
位
置
に
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
日
本
は
蒙
古
軍
に
対
し
て
劣
勢
に
な
り
、
あ
や
う
く
餌
食
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
こ
と

を
み
た
。
風
も
ま
た
味
方
を
し
な
か
っ
た
。
敵
に
対
し
有
利
な
位
置
に
つ
け
よ
う
と
し
て
も
、
強

風
の
た
め
に
操
作
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
苦
し
い
中
で
も
、
敵
兵
二
人
を
倒
す
と
い
う

戦
果
を
得
た
。
そ
れ
を
書
き
残
し
た
。
強
調
し
て
、
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い

（
図
１２
）
。

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
失
わ
れ
た
右
画
面
を
推
定
復
原
し
た

（
図
１２
・
右
）
。
絵
は
原
案
・

服
部
、
描
画
は
眞
田
珠
里
さ
ん
に
よ
る

（
詳
細
は
後
述
）
。

●
閏
七
月
五
日
の
風

　

風
を
確
認
す
る
た
め
、
別
画
面
を
見
る
。
閏
七
月
五
日
で
は
志
賀
島
に
向
か
う
日
本
兵
船
の

旗
は
後
ろ
に
流
れ
て
い
る

（
一
五
・
一
六
紙
、
一
八
・
一
九
紙
、
図
版
割
愛　

従
来
は
志
賀
島
で

は
な
く
、
鷹
島
に
向
か
う
と
誤
認
さ
れ
て
い
た
。
）
。
こ
こ
も
左
か
ら
右
に
風
が
吹
い
て
い
た
。
そ
し
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（図 12- 右） 風下、 低い位置、 劣勢 → 敗戦、 志賀島奪還に失敗、 右は私案による復原案 （作画は眞田珠里氏）

（図 12- 左） 風、 波。 彩色のちがいがあるが、 図柄に共通性がある。 あるいは右 （28 紙） には後世の補色があるか。

て
季
長
が
敵
船
に
乗
り
込
ん
だ
段
階
で
も
、
風
は
左
か
ら
右
だ
か
ら
、
同
じ
日
、
一
連
の
場
面
で

あ
れ
ば
、
風
向
き
は
一
貫
し
て
同
じ
に
向
き
に
画
か
れ
て
い
る

（
二
六
・
二
七
紙
）
。
絵
師
の
細
心

の
配
慮
が
あ
っ
た
。

＊
１１　

図
＊2
左
の
船
に
は
赤
い
帆
柱
の
よ
う
な
も
の
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
帆
は
掛
っ
て
い
な
い
。
帆
が
あ
れ
ば
進
む
う
え
で

は
各
段
に
楽
な
の
だ
が
、
進
む
先
も
速
度
も
風
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
戦
闘
に
臨
む
船
で
は
帆
を
使
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

４　

海
戦
は
い
つ
か
・
ど
こ
か

●
季
長
は
博
多
湾

・
今
津
湾
の
外
で
は
戦
っ
て
い
な
い
・
通
説
は
否
定
さ
れ
る

　

さ
て
そ
れ
で
は
こ
の
海
戦
は
い
つ
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
著
書
に
て
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
は

「
神
」
風
史
観
が
卓
越
し
て
お
り
、
閏
七
月
一
日
、
鷹
島
に
て

「
神
風
」
の
た
め
蒙
古

軍
は
殲
滅
し
た
、
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
前
提
に
、
蒙
古
・
東
路
軍
は
志
賀
島
を
攻
め
き
れ
ず
、

鷹
島
ま
で
引
き
上
げ
て
、
江
南
軍
と
合
流
し
た
と
し
て
き
た
。
こ
の
図
式
に
し
た
が
っ
て
、
一
般

書

（
啓
蒙
書
）
も
教
科
書
も
記
述
さ
れ
て
い
た
し
、
歴
史
家
も
踏
襲
し
て
い
た
。
誤
認
の
ま
ま
だ
っ

た
と
い
え
る
。
よ
っ
て
博
多
湾
を
防
衛
し
て
い
た
日
本
軍

（
竹
崎
季
長
を
含
む
）
は
、
前
半
で
は

東
路
軍

（
高
麗
軍
）
と
戦
い
、
後
半
で
は
西
に
移
動
し
て
、
東
路
軍
＋
江
南
軍

（
旧
南
宋

・
殿

前
司
軍
）
、
全
軍
と
戦
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
。

　

桜
井
清
香

『
元
寇
と
季
長
絵
詞
』
（
昭
和
三
二
年

・
徳
川
美
術
館
発
行
）
も
、
絵
詞
で
の
合

戦
が
鷹
島
で
あ
る
と
の
前
提
で
、
異
国
人
兜
を
高
麗
タ
イ
プ
と
南
宋
タ
イ
プ
に
分
け
、
い
く
つ
か

の
場
面
を
そ
の
指
標
に
よ
っ
て
区
別
し
よ
う
と
し
た
。
じ
っ
さ
い
に
は
東
路
軍

（
高
麗
軍
）
は
志
賀

島
に
お
り
、
江
南
軍
は
鷹
島
に
い
た
か
ら
、
鷹
島
に
て
高
麗
タ
イ
プ
の
兜
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
絵
詞
の
兜
は
鷹
島
海
底
か
ら
出
土
す
る
兜
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
蒙

古
軍
の
使
用
し
た
も
の
に
同
じ
で
あ
る

（
高
麗
軍
使
用
の
兜
に
つ
い
て
は
、
未
詳
）
。

　

竹
崎
季
長
を
初
め
と
す
る
肥
後
、
ま
た
筑
前

・
豊
後
の
御
家
人
が
博
多
湾
岸
か
ら
離
れ
る
こ

第Ⅰ部　歴史を歩く
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と
は
な
か
っ
た
。
前
面
に
位
置
す
る
志
賀
島･

能
古
島
に
、
蒙
古
軍

（
東
路
軍
）
が
在
陣
し
続

け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
季
長
も
ま
た
菊
池
一
族
も
、
生
の
松
原
に
い
た
。
酉
の

刻
の
合
戦
に
間
に
合
う
距
離
に
い
た
の
で
あ
る

（
既
述
）
。

　

ま
た
蒙
古
は
六
月
長
門
に
も
上
陸
し
、
ま
た
壱
岐
や
対
馬
に
も
基
地
を
置
い
て
い
た
。
日
本
側

は
対
馬
を
放
棄
し
た
。
壱
岐
に
は
反
撃
を
か
け
た
が
、
そ
の
軍
事
行
動
に
当
た
っ
た
の
は
、
壱
岐

に
最
も
近
い
肥
前
国
御
家
人
で
、
肥
前
国
守
護
が
率
い
た
。
竹
崎
季
長
は
博
多
湾

・
今
津
湾
内

に
て
戦
っ
た
。
近
著
に
て
蒙
古
軍
の
動
き
を
、

◎
東
路
軍

五
月
三
日
合
浦
発
→
そ
の
日
の
う
ち
に
対
馬
到
着

・
五
日
頃
ま
で
に
は
全
島
掌
握
→
一
五
日
頃

に
壱
岐
→
二
六
日
に
志
賀
島
（
日
本
世
界S

h
iga

村
＝
志
賀
島
）
→
六
月
六
日
に
志
賀
島
増
派
・

交
代
→
七
月
二
七
日
頃
に
志
賀
島
よ
り
一
部

・
連
絡
隊
が
鷹
島

（
打
可
島
）
に
移
動
→
閏
七

月
一
日
台
風
→
五
日
海
上
合
戦

◎
江
南
軍

六
月
一
八
日
舟
山
発
→
二
一
日
頃
済
州
島
→
二
五
〜
二
九
日
に
宇
久
島

・
小
値
賀
島
→
七
月

初
め
平
戸
島
→
七
月
一
五
日
頃
鷹
島
着
→
二
七
日
頃
志
賀
島
よ
り
連
絡
支
援
小
隊
が
鷹
島
へ
→

閏
七
月
一
日
台
風
→
七
日
海
上
合
戦

と
改
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
竹
崎
季
長
の
従
軍
記
で
あ
る
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
（
『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
）

に
お
い
て
は
、
博
多
湾
以
外
の
合
戦
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
。

●
博
多
湾
海
戦

　

そ
こ
で
博
多
湾
に
て
合
戦
が
あ
っ
た
日
を
列
挙
し
、
二
八
紙

・
三
一
紙
の
場
面
が
い
つ
の
日
の
も

の
な
の
か
を
絞
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

（
１
）
五
月
二
六
日
志
賀
島
上
陸
戦

▲

『
高
麗
史
』
『
高
麗
史
節
要
』
）

　

五
月
辛
酉

（
二
六
日
）
、
蒙
古
軍
が
日
本
世
界
村
大
明
浦
に
至
っ
た

（
『
高
麗
史
』
列
伝

・
金

方
慶
伝
、
『
高
麗
史
節
要
』
）
。
世
界
村
＝sh

iga

は
志
賀
島
で
、
こ
れ
ま
で
、
通
説
が
世
界
村
を

対
馬
佐
賀
と
し
て
き
た
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
の
記
録
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
麗

か
ら
対
馬
に
渡
る
に
は
、
日
和
を
見
、
風
向･

風
力
を
確
認
し
た
う
え
で
、
必
ず
一
日
で
到
着
し
た
。

渡
海
に
失
敗
し
、
碇
泊
で
き
な
け
れ
ば
漂
流
に
な
る
。
よ
っ
て
出
発
し
た
五
月
戊
戌

（
三
日
）
の

夕
刻
に
は
到
着
し
た
。
ま
た
高
麗
は
ふ
つ
う
対
馬
を

「
日
本

（
対
馬
）
」
と
は
表
記
し
な
か
っ
た
。

高
麗
は
、
対
馬
は
自
国
領
で
あ
っ
て
、
倭
人
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
、
と
推
測
す
る
。

　

五
月
辛
酉

（
二
六
日
）
と
あ
る
の
は

『
高
麗
史
節
要
』
の
み
で
、
『
高
麗
史
』
金
方
慶
伝
に
は

日
付
を
欠
く
が
、
こ
の
あ
と
六
月
記
事
に
続
く
か
ら
、
こ
の
戦
闘
は
五
月
の
う
ち
の
こ
と
と
な
る
。

「
（
「
船
よ
り
」
下
り
て
）
と
あ
る
よ
う
に
、
海
戦
で
は
な
く
、
陸
戦
主
体
で
あ
っ
た
。
通
訳

（
金

貯
）
が
い
て
、
日
本
語
で
「
檄
諭
」
し
た
と
あ
る
。
檄
は
召
集
ま
た
は
説
諭
の
た
め
の
文
書
だ
か
ら
、

緒
戦
で
は
説
得
を
試
み
た
の
で
あ
る

（
檄
諭
、
檄
文
を
発
し
て
言
い
き
か
せ
る
こ
と
、
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
）
。
け
れ
ど
も
、
じ
っ
さ
い
は
激
戦
に
な
っ
て
、
朗
将
ら

（
康
彦

・
康
師
子
等
）
が
何

人
も
戦
死
し
た
。

▲

『
壬
生
官
務
家
日
記
』
（
弘
安
日
記
抄
）

（
六
月
）
五
日
、
異
国

（
船
カ
）
鎮
西
飛
脚
連
々
到
来
六
原
云
々

と
あ
っ
た
。
六
月
五
日

・
京
着
の
記
事
は
、
伝
達
に
要
す
る
日
時

（
八
日
か
九
日
程
）
を
考
慮

す
れ
ば
、
博
多
周
辺
な
ら
五
月
二
六
、
二
七
日
頃
に
起
き
た
事
件
と
な
る
。
す
な
わ
ち

『
高
麗

史
節
要
』
（
五
月
辛
酉
＝
二
六
日
）
の
記
事
に
対
応
す
る
。

　

以
後
二
ヶ
月
以
上
に
及
ん
で
、
蒙
古

・
高
麗
は
志
賀
島
を
占
拠
し
、
堅
固
な
要
塞
と
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

（
２
）
六
月
八
日
志
賀
島･

能
古
島
沖
海
戦
と
陸
戦

▲

「
管
軍
上
百
戸
張
成
墓
碑
銘
」
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「
百
戸

（
百
人
の
兵
）
を
率
い
る
校
尉
張
成

（と
そ
の
部
隊
）
は
、
六
月
六
日
に
志
賀
島
に
至
り
、

夜
半

（
将
夜
半
）
に
倭

（
日
本
）
の
来
襲
を
受
け
た
。
張
成
は
管
轄
兵
と
船

（
百
人
）
に
よ
っ

て
戦
い
、
暁
に
賊
は
戻
っ
た
。
八
日
に
賊
は
陸
路
か
ら
再
び
や
っ
て
き
た
。
張
成
は
纏
弓
（
ま
き
弓
）

ま
た
弩

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
）
を
も
ち
、
岸
に
登
っ
て
敵
を
迎
え
、
奪
わ
れ
た
地
を
取
り
返
し
た
。
哺
、

ひ
ぐ
れ
前
に
ま
た
敵
が
来
た
が
、
追
い
返
し
た
。
明
く
る
日
も
兵
が
来
た
が
、
所
部
の
兵
を
率
い

て
奮
戦
し
た
の
で
、
賊
は
敗
れ
去
っ
た
。

　

こ
れ
は
先
発
隊
に
引
き
続
い
て
上
陸
し
た
校
尉
張
成
と
そ
の
部
隊
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
六

月
六
日
は
、
夜
戦

（
夜
襲
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
八
日

・
九
日
に
陸
戦
が
あ
っ
た
。
八
日
は

昼
と
夕
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
高
麗
側
史
料
で
確
認
す
る
。

▲

『
高
麗
史
』
世
家

（
岩
波
文
庫 

上
一
六
〇
頁
）

六
月
壬
申

（
八
日
）
金
方
慶
等
、
日
本
と
戦
い
、
斬
首
す
る
も
の
三
百
余
級
、
翌
日
復
び
戦
い
、

（
洪
）
茶
丘
の
軍
、
敗
績
す

▲

『
高
麗
史
』
列
伝

・
金
方
慶
伝

（
岩
波
文
庫 

下
三
九
頁
）

（
承
前
）
六
月
、
方
慶
・
（
金
）
周
鼎
・
（
朴
）
球
・
朴
之
亮
・
荊
万
戸
等
、
日
本
兵
と
合
戦
し
、

三
百
余
級
を
斬
す
。
日
本
兵
突
進
し
、
官
軍
は
潰
え
、
（
洪
）
茶
丘
は
馬
を
棄
て
て
走
る
。
王
万
戸
、

復
た
之
を
横
撃
し
、
五
十
余
級
を
斬
す
。
日
本
兵
、
乃
ち
退
き
、
茶
丘
は
僅
か
に
免
る
。
翌
日

復
び
戦
い
て
敗
績
す
。
軍
中
、
又
た
大
疫
あ
り

（
以
下
略
）
。

　

正
史
た
る
世
家
に
お
け
る
記
述
中
、
日
付
の
あ
る
戦
闘
記
事
は
六
月
壬
申

（
八
日
）
の
み
で
あ

る
。
最
大
の
激
戦
で
あ
っ
た
。
列
伝
の
金キ

ム
・バ
ン
ギ
ョ
ン

方
慶
伝
に
は
日
付
が
な
い
。
だ
が
、
世
家
が
記
す
そ
の

内
容
も
、
金
方
慶
伝
の
記
述
も
、
首
級
の
数
三
百
余
、
翌
日
、
洪ホ

ン
・
タ

グ

茶
丘
の
敗
績
な
ど
、
両
者
は

一
致
す
る
。
世
家
は
金
方
慶
伝
が
記
す
戦
い
に
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
要
旨
が
書
か
れ
た
も
の
で
、

と
も
に
六
月
壬
申

（
八
日
）
と
翌
日
の
戦
闘
で
あ
る
。
『
高
麗
史
』
世
家
で
は
六
日
の
戦
い
は
割

愛
し
て
も
、
差
し
支
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

校
尉
張
成
は
翌
日
も
蒙
古
軍
が
勝
利
し
た
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
麗
側
記
述
に
よ
れ
ば
、

洪
茶
丘
の
軍
は
八
日
に
引
き
続
き
敗
績
し
た
。
洪
茶
丘
は
高
麗
人
で
あ
り
な
が
ら
、
蒙
古
側
の

利
を
優
先
し
、
高
麗
を
苦
し
め
た
人
物
で
、
『
高
麗
史
』
で
の
評
価
は
低
い
。
『
高
麗
史
』
が
い
う

よ
う
に
、
元
将

・
洪
茶
丘
の
軍
の
み
は
破
れ
た
。
全
体
的
に
は
日
本
が
敗
れ
、
蒙
古

・
高
麗
軍

は
最
強
の
海
岸
堡
た
る
志
賀
島
の
占
領
を
維
持
継
続
し
た
。

　

つ
ぎ
に
日
本
側
史
料
を
見
る
。

▲

「
右
田
文
書
」

今
年
六
月
八
日
、
蒙
古
合
戦
刻
、
自
身
并
下
人
被
庇
由
事
、
申
状
如
此

（
下
略
）
、

▲

『
壬
生
官
務
家
日
記
抄
』
（
『
弘
安
四
年
日
記
抄
』
）
・
六
月
条

十
六
日
、
鎮
西
早
馬
又
到
来
歟
、
異

［　

］
討
取
三
船
之
由
申
上
云
々
、
襲
来

［　

］
彼
是
展

転
之
説
也
、
定
不

［

　

蒙
古
船
三
隻
を
拿
捕
し
た
と
い
う

『
日
記
抄
』
の
記
事
は
、
博
多
・
京
都
間
の
タ
イ
ム
ラ
グ

（
通

信
に
要
す
る
日
数
）
を
勘
案
し
て
逆
算
す
れ
ば
、
八
日
前
後
に
起
き
た
事
件

（
博
多
発
）
が

一
六
日
に
京
着
し
た
も
の
で
、
六
日
か
ら
八
日

・
九
日
に
か
け
て
の
一
連
の
志
賀
島
合
戦
を
指
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
史
料
の
記
述
が
最
も
多
い
の
は
六
月
八
日
で
あ
る
。
疑
い
な
く
こ

の
日
が
最
大
の
激
戦
で
あ
っ
た
。
右
田
文
書
に
あ
る
よ
う
に
、
右
田
氏
の
み
な
ら
ず
、
多
数
の
日

本
側
、
御
家
人
が
負
傷
し
た
。

　

『
日
記
抄
』
を
み
れ
ば

廿
一
日
、
鎮
西
早
馬
去
夕
又
到
来
、
異
国
之

［　

］
由
申
上
云
々
、
早

［

廿
四
日
、
鎮
西
早
馬
到
来
于
六

［
（
原
カ
）　

］
申
上
云
々
、
實

［
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廿
七
日
、
異
国
又
襲
来
、
鎮
西
合
戦
之
由
、
早
馬
先

［　

］
委
可
尋
記
之
、

と
あ
っ
て
、
そ
の
後
も
合
戦
は
続
い
て
い
る
。
三
日
か
四
日
に
一
度
早
馬
が
出
た
。
タ
イ
ム
ラ
グ
で

逆
算
す
れ
ば
旧
暦
六
月
一
二
日
、
一
五
日
、
一
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
鎮
西
に
て
合
戦
が
あ
っ
た
。
「
異

国
又
襲
来
」
と
あ
る
。
蒙
古
側
に
よ
る
攻
撃
で
、
月
齢
と
潮
汐
を
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
の
場

合
も
夜
戦
で
あ
ろ
う
。

Ａ　

五
月
末
に
志
賀
島
上
陸
、
守
備
隊
の
抵
抗
戦

Ｂ　

六
月
六
〜
九
日　

日
本
側
の
総
反
撃

（
六
月
六
日
、
夜
半
日
本
来
襲
、
六
月
八
日　

張
成

が
陸
戦
に
勝
利
、
夕
方
に
も
日
本
再
来
襲
、
高
麗
軍
金
方
慶
ら
首
級
三
百
を
あ
げ
る
勝
利
、

元
は
王
万
戸
ら
が
首
級
五
十
を
あ
げ
る
。
六
月
九
日　

再
来
襲
、
蒙
古
勝
利
）

Ｃ　

六
月
中
旬　

蒙
古
側
の
攻
撃

が
あ
っ
た
。

　

志
賀
島
合
戦
に
つ
い
て
、
正
史

『
高
麗
史
』
（
世
家
）
は
、
六
月
壬
申

（
八
日
）
と
翌
日
の
戦

い
の
み
を
記
述
す
る
。
日
本
史
料
で
は
日
に
ち
の
明
記
が
あ
る
の
は
六
月
八
日
の
み
で
あ
る
。
正

史
に
記
録
さ
れ
た
八
日
が
最
も
激
戦
の
あ
っ
た
日
で
あ
る
。

●

『
絵
詞
』
断
簡　

二
八
紙
は
い
つ
か
。

　

『
絵
詞
』
二
八
紙
に
描
か
れ
た
戦
い
は
い
つ
の
も
の
か
。
ま
ず
昼
の
戦
い
だ
か
ら
夜
戦
の
日
は
除
か

れ
る
。
す
る
と
絞
ら
れ
て
く
る
。

　

蒙
古
側
の
援
軍
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
迫
っ
て
く
る
。
蒙
古
は
日
本
の
攻
撃
に
対
し
、
反
撃
体
制
を

整
え
つ
つ
あ
っ
た
。
は
じ
め
に
日
本
に
よ
る
不
意
を
突
く
攻
撃
が
あ
っ
た
。
日
本
側
が
攻
撃
し
た
六

月
六
〜
九
日
の
い
ず
れ
か
だ
が
、
最
大
の
激
戦
、
八
日
の
可
能
性
が
高
い
。
竹
崎
季
長
に
と
っ
て
、

ぜ
ひ
と
も
絵
詞
に
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
海
上
合
戦
だ
っ
た
。

　

じ
つ
は
そ
の
詳
細
を
知
る
手
が
か
り
が
、
絵
詞
の
な
か
に
あ
る
。

５　

弘
安
四
年
六
月
八
日

・
能
古
島
沖
合
戦
の
復
原
ー
画
面
の
接
合

・
詞
書
き
の
接
合　

　

手
が
か
り
は
詞
書
三
八
紙
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
詞
書
の
最
末
尾
に
置
か
れ
て
い
て
、
帰
属
不
明

・

接
続
不
明
、
迷
子
の
扱
い
と
さ
れ
て
い
た
。
六
月
八
日
合
戦
の
記
述
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
以
下
原
文
の
仮
名
書
き
を
漢
字
文
に
変
え
て
引
用
す
る
。

（
後
三
八
紙
）

□
□

（
敵
）
陣
に
押
寄
っ
て
、
合
戦
を
致
し
、
傷
を
被
り
し
事
、
（
島
津
）
久
長
の
手
ノ
者
＝
信

濃
国
御
家
人
有
坂
弥
次
郎
義
長
、
久
長
の
甥
式
部
三
郎
手
ノ
者
＝
岩
屋
四
郎
久
親
、
畠
山
覚

阿
弥
陀
仏
、
本
田
四
郎
左
衛
門
兼
房
、
こ
れ
を
証
人
に
立
つ
。

（
季
長
家
人
、
小
野
）
頼
承
、
手
負
い
て
後
、
「
弓
を
捨
て
長
刀
を
取
り
て
押
し
寄
せ
よ
、
乗
り

移
ら
む
」
、
と
逸は

や

り
し
か
ど
も
、
こ
れ
も
水す

い
し
ゅ手

、
艪
を
捨
て
、
押
さ
ざ
り
し
程
に
、
力
な
く
乗
り

移
ら
ざ
り
し
者
也

同
日
午
の
時
、
季
長
、
並
び
に
手
ノ
者
、
傷
を
被
る
者
ど
も
、
生
の
松
原
に
て
、
守
護
の
見
参

に
入
り
て
、
当
国
一
番
の
引
付
に
付
く
。
鹿
島

（
志
賀
島
）
差
し
遣
わ
す
手
ノ
者
、
同
日
巳
の

剋

（
刻
）
に
合
戦
を
致
し
、
親
類
野
中
五
郎
長
季
、
郎
従
藤
源
太
資
光
、
痛
手
を
被
り
、
乗

り
馬
二
疋
、
為
凶
徒
、
殺
さ
れ
し
証
人
に
豊
後
国
御
家
人
橋
詰
の
兵
衛
次
郎
を
立
つ
。

　

前
段
、
季
長
の
合
戦
は
、
「
水
手
」
（
＝
水か

こ主
）
と
あ
っ
て
、
当
然
に
海
上
合
戦
で
あ
る
。
陣
、

馬
の
語
感
に
引
か
れ
て
、
こ
れ
ま
で
は
海
上
合
戦
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

水
手
参
加
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
海
戦
で
あ
る
。
陣
（
敵
陣
）と
あ
る
け
れ
ど
、
い
く
さ
ば
の
こ
と
で
、

海
上
を
意
味
し
た
と
し
て
差
し
支
え
は
な
い
。
後
段
は
鹿
島

（
し
か
の
し
ま
、
志
賀
島
）
合
戦
で
、

馬
が
殺
さ
れ
た
と
あ
る
か
ら
陸
戦
で
あ
る
。
馬
は
兵
船
に
積
ま
れ
て
、
志
賀
島
に
行
き
、
陸
戦

と
な
っ
て
、
う
ち
二
匹
が
殺
さ
れ
た
。
こ
の
日
に
は
水
陸
の
合
戦
が
あ
っ
た
。
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（図 13） 詞書三八紙午の時、 当国一番の引き付け ､ 鹿 （志賀） 島＝巳刻合戦

当国一番の引き付け↓

むま（午）の時↑ ↑水手、艪を捨て

●
巳
刻
の
合
戦
、
午
刻
の
見
参

　

『
絵
詞
』
に
は
時
刻
の
記
載
が
あ
っ
た
。
見
参
の
時
間
が
午
、
志
賀
島
合
戦
の
時
間
が
巳
刻
と

あ
る
。
午
前
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
張
成
墓
碑
銘
に

「
夜
将
半
」
と
記
さ
れ
た
六
月
六
日
志
賀
島

合
戦
に
つ
い
て
は
、
暁
に
は
終
わ
っ
た
と
あ
る
。
よ
っ
て
該
当
し
な
い
。
『
絵
詞
』
に
書
か
れ
た
季
長

自
身
の
合
戦
と
、
手
ノ
者
の
合
戦
は
、
別
の
時
間
・
別
の
場
所
で
戦
わ
れ
た
。
二
つ
の
合
戦
の
う
ち
、

後
段
に
あ
っ
た
志
賀
島
陸
戦
は
巳
刻
合
戦
、
朝
の
十
時
前
後
だ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
戦
場
は
よ

り
近
い
能
古
島
沖
海
戦
と
推
定
で
き
る
。
生
の
松
原
に
肥
後
守
護
代
の
本
営
が
あ
っ
て
、
季
長
本

人
を
含
む
本
隊
が
能
古
島
へ
、
季
長
手
ノ
者
を
含
む
別
働
隊
が
志
賀
島
に
行
っ
た
。
能
古
島
か
ら

戻
っ
て
午
の
刻
、
正
午
前
後
に
は
生
の
松
原
で
守
護

（
代
）
の
見
参
を
得
た
。
志
賀
島
隊
は
ま
だ

帰
っ
て
き
て
い
な
い
。

　

志
賀
島
沖
ま
で
は
満
潮
時
に
船
出
し
て
、
干
潮
ま
で
続
く
流
れ
に
乗
っ
て
い
く
。
こ
の
日
の
潮
汐

は
、
同
季
節
の
月
齢
七
の
日
、
つ
ま
り
二
〇
一
三
年
で
あ
れ
ば
七
月
一
六
日
な
の
だ
が
、
博
多

湾
は
朝
八
時
三
九
分
に
干
潮
だ
っ
た

（
計
測
地
は
博
多
港
）
。
す
な
わ
ち

「
巳
刻
合
戦
」
（
午
前

九
時
か
ら
一
一
時
）
に
整
合
す
る
。
朝
九
時
前
に
現
場
に
到
着
し
て
、
ま
も
な
く
合
戦
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
張
成
墓
碑
に

「
八
日
に
賊
は
陸
路
か
ら
再
び
や
っ
て
き
た
」
と
あ
る
が
、
兵
船
は
馬

を
積
ん
で
お
り
、
志
賀
島
か
海
の
中
道
周
辺
に
着
岸
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

よ
っ
て
巳
刻

・
午
刻
と
あ
っ
た
絵
詞

・
合
戦
の
日
は
、
こ
の
六
月
八
日
と
決
定
で
き
る
。
「
当
国

一
番
の
引
付
」
と
あ
っ
た
。
弘
安
の
役
に
お
け
る
季
長
の
初
陣
と
な
る
。
五
月
二
六
日
に
蒙
古
が

占
領
し
た
志
賀
島
で
は
、
日
本
が
陣
容
を
整
え
、
豊
後

・
肥
後
国
御
家
人
ら
も
含
め
て
総
反
撃

す
る
ま
で
に
一
〇
日
を
要
し
た
こ
と
に
な
る

（
お
そ
ら
く
筑
前
勢
を
主
と
す
る
第
一
陣
は
二
日

前
の
六
日
に
合
戦
し
て
い
た
）
。

　

六
月
八
日
の
激
戦
は
、
豊
後
国
右
田
氏
が
残
し
た
右
田
文
書
に
も
記
さ
れ
た
し
、
か
れ
ら
も

負
傷
し
た
。
季
長
も
苦
戦
し
、
季
長
手
ノ
者
が
傷
を
被
っ
た
。
小
野
頼
承
は
傷
を
負
っ
た
。
弓
矢

を
撃
て
な
く
な
っ
た
か
、
ま
た
は
弓
で
は
不
利
な
状
況
と
判
断
し
た
の
か
、
長
刀
を
持
っ
て
敵
船
に

乗
り
移
ろ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
に
危
険
な
状
況
に
、
水
手
が
接
近
を
拒
み
、
船
を
進
め
な
か
っ
た
。
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こ
れ
こ
そ
が
先
に
示
し
た
二
八
紙
と
そ
の
右
に
つ
づ
く
画
面
が
描
く
激
闘
の
情
景
と
考
え
る

（
図

１２
）
。
失
わ
れ
た
二
八
紙
右
に
は
、
低
い
位
置
と
、
そ
れ
に
加
え
て
逆
風
に
苦
戦
し
つ
つ
、
頭
上

に
し
た
矢
盾
に
隠
れ
つ
つ
、
適
確
な
射
撃
で
敵
を
倒
す
竹
崎
季
長
と
そ
の
手
ノ
者

（
家
人
）
た
ち

が
い
た
。
長
刀
を
持
と
う
と
す
る
小
野
頼
承
も
描
か
れ
て
い
た
し
、
櫓
を
推
す
こ
と
を
拒
否
し
、

逃
げ
よ
う
と
し
始
め
た
水
手
た
ち
の
姿
も
描
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
隣
接
す
る
船
も
い
て
、

島
津
氏
の
家
人
、
信
濃
国
有
坂

・
薩
摩
国
岩
屋

・
本
田

・
畠
山
が
乗
っ
て
い
て
、
丸
十

・
鶴
丸

の
旗
が
あ
っ
た
。
か
れ
ら
も
ま
た
、
逆
風
と
低
い
位
置
に
苦
闘
し
て
い
た
。

　

季
長
本
隊
の
み
な
ら
ず
、
志
賀
島
へ
の
派
遣

・
別
動
隊
も
大
い
に
苦
戦
し
て
い
た
。
筑
前
の
ほ
か

に
豊
後

・
肥
後
御
家
人
が
加
わ
っ
た
日
本
側
の
一
大
反
撃
は
、
か
く
し
て
健
闘
は
し
た
も
の
の
、

事
実
上
の
敗
戦
に
な
っ
た
。
上
記
絵
詞

・
三
八
紙
は
敗
戦
の
具
体
的
な
様
子
を
描
写
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
若
干
の
反
撃
戦
が
翌
日
に
あ
っ
た
も
の
の

（
洪
茶
丘
敗
戦
）
、
志
賀
島
は
敵
の
掌
中
に

落
ち
、
城
塞
化
さ
れ
て
、
以
後
閏
七
月
は
じ
め
ま
で
の
二
ヶ
月
間
、
蒙
古
軍
の
海
岸
堡
、B

each
 

H
ead

と
し
て
機
能
し
続
け
た
。

　

江
戸
時
代
に
細
川
藩
に
て
帰
属
不
明
と
さ
れ
、
末
尾
近
く
に
接
合
さ
れ
た
絵
、
す
な
わ
ち
迷

子
の
扱
い
だ
っ
た
二
八
紙

・
三
一
紙
、
そ
し
て
詞
三
八
紙
は
も
っ
と
前
、
後
巻
の
巻
頭
近
く
に
置

か
れ
る
。
閏
七
月
五
日
と
思
わ
れ
る
石
築
地
に
お
け
る
菊
池
一
族
と
竹
崎
季
長
一
行
の
場
面
（
六

紙
）
よ
り
も
、
前
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
提
案
す
る
。

Ⅲ
章　

迷
子
の
断
簡
を
も
と
に
戻
す 

─
─
─
─
─

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
接
続
の
是
正

W
e retu

rn
ed

 so
m

e p
ictu

res to
 th

e o
rigin

al p
lace.

●
水
中
の
男

　

か
く
し
て
巻
末
に
置
か
れ
て
い
た
迷
子
の
絵
は
、
す
べ
て
本
来
の
位
置
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

い
ま
だ
三
三
・
三
四
、
三
五
紙
に
つ
い
て
の
説
明
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
接
合
に
つ
い
て
は
す
で

に
著
書
に
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
簡
単
に
説
明
し
よ
う

（
図
＊3-

１
〜
５
）
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
順
序
が
入
れ
替
わ
る
。
三
三
・
三
四
紙
は
本
来
、
左
に
あ
っ
て
、
失
わ

れ
た
一
紙
な
い
し
半
紙
を
挟
ん
で
、
右
に
三
五
紙
が
く
る
。
左
に
は
休
戦
中
の
蒙
古
船

（
高
麗
船
）

が
い
る
。
大
半
が
鎧
も
兜
も
脱
ぐ
。
し
か
し
完
全
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど

の
兵
の
表
情
は
険
し
い
。
一
部
は
武
器
も
持
っ
た
ま
ま
だ
。
と
く
に
舵
の
あ
る
側
、
艫
に
い
る
兵
は

厳
重
に
警
戒
を
怠
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
の
一
人
が
右
を
指
さ
し
て
い
る
。
「
何
か
お
か
し
い
ぞ
、

い
ま
あ
そ
こ
で
何
か
動
か
な
か
っ
た
か
」
。
そ
う
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
先
を
み
る
と
志
賀
島
が
あ
る
。
島
に
は
蒙
古
兵
が
上
陸
し
て
い
る
。
大
将
は
ず
ば
抜
け
て
の

大
男
だ
っ
た

（
実
際
は
枢
要
人
物
を
巨
大
に
画
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
護
衛
の
兵
四
人
が
囲
ん

で
い
る
。
一
人
は
額
に
手
を
か
ざ
し
て
周
り
を
警
戒
す
る
。
見
張
り
役
だ
。
志
賀
島
の
情
景
は
、

海
岸
近
く
に
鳥
居
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
の
通
路
に
は
矢
蔵
門
ら
し
き
重
層
門
、
左
に
は
先
端
を

鋭
く
尖
ら
せ
た
柵
が
あ
り
、
塀
に
連
続
す
る
。
変
則
的
な
通
路
も
あ
る
。
容
易
に
近
づ
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
島
の
東
側
、
志
賀
島
明
神
の
鳥
居
の
あ
る
側
は
、
城
塞
化
さ
れ
て
い
た
。

　

厳
重
に
警
戒
す
る
蒙
古
兵
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
不
審
者
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
予

告
し
暗
示
す
る
。
や
は
り 

─
─
─ 

島
影
に
は
二
人
の
男
が
潜
ん
で
い
た
。
一
人
は
水
中
に
い
て
、

も
う
一
人
と
協
力
し
て
水
深
や
潮
の
流
れ
を
測
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ま
で
の
通
説

（
『
日
本
の

絵
巻
』
＝
『
日
本
絵
巻
集
成
』
、
小
松
茂
美
編
）
は
二
人
を
蒙
古
人
と
し
て
き
た
。
む
ろ
ん
誤
り
で
、

そ
の
こ
と
は
読
者
に
は
お
わ
か
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は

『
竹
崎
季
長
物
語
』
（
従
軍
記
）
と
し

て
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
ら
な
い
。
中
山
平
次
郎
の
い
う
と
お
り
、
か
れ
ら
は
季
長
の
一
行
で
あ
る
。

わ
た
し
は
水
中
の
男
が
季
長
本
人
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
が
、
後
日
志
賀
島
に
は
季
長
手

ノ
者
が
派
遣
さ
れ
る
か
ら
、
手
ノ
者
だ
け
か
も
知
れ
な
い

（
季
長
本
人
だ
と
推
定
し
た
根
拠
は
、

右
側
の
男
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
一
人
い
れ
ば
十
分
だ
と
考
え
た
な
ら
、
残
さ
れ
た

の
は
季
長
で
は
な
か
ろ
う
か
）
。
か
れ
ら
の
行
動
は
、
い
ま
や
指
さ
す
蒙
古
兵
に
、
察
知
さ
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
れ
は
い
つ
の
で
き
ご
と
か
。
五
月
二
六
日
に
志
賀
島
が
占
拠
さ
れ
て
、
緒
戦
の
激
戦

が
あ
っ
た
。
六
月
八
日
に
最
大
の
激
戦
が
あ
っ
た
。
『
高
麗
史
』
に
記
述
さ
れ
た
唯
一
の
日
で
あ
り
、
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日
本
側
で
は
軍
忠
状
に
記
さ
れ
た
唯
一
の
日
で
あ
る
。
こ
の
日
に
季
長
手
ノ
者
が
志
賀
島
で
陸
戦

す
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
間
の
可
能
性
が
最
も
高
い
。
攻
撃
の
前
に
偵

察
は
当
然
に
必
要
で
あ
っ
た
。
す
る
と
後
巻
で
も
、
も
っ
と
も
初
め
に
置
か
れ
る
べ
き
絵
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
む
ろ
ん
六
月
八
日
以
後
閏
七
月
一
日
ま
で
の
で
き
ご
と
で
あ
る
可
能
性
も

完
全
に
は
排
除
さ
れ
な
い
が
）
。

●
河
野
通
有
仮
屋
形

　

な
お
現
状
の
後
巻
の
最
初
の
絵
は
河
野
通
有
仮
屋
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
つ
の
で
き
ご
と
か
。
著

書
に
て
、
閏
七
月
五
日
の
最
終
決
戦
で
、
苦
境
に
陥
っ
た
季
長
を
友
軍
の
異
物
投
擲
作
戦
が
救
っ

た
こ
と
を
述
べ
た
。
蒙
古
軍
が
鼻
を
つ
ま
み
、
目
も
明
け
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
投
擲
す

る
日
本
軍
側
も
異
物
臭
の
対
処
に
は
苦
し
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
友
軍
が
河
野
通
有
の
水
軍
だ
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
場
面
は
海
上
合
戦
が
終
了
し
た
後
の
も
の
、
弘
安
の
役
の
最
終
局
面
と
な
る
。

　

本
絵
巻
に
て
は
、
重
ね
描
き
が
、
い
く
ど
と
な
く
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
修
正
が
多
か
っ
た
。
こ

の
場
面
に
限
っ
て
は
、
そ
れ
が
相
当
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。
戦
場
で
の
仮
屋
形
だ
か
ら
、
み
な
土
足
（
つ

ら
ぬ
き
着
用
）
で
あ
り
、
妻
戸
も
瞬
時
の
行
動
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
外
し

て
あ
っ
た
が
、
絵
師
は
妻
戸
を
描
き
込
ん
で
い
た
。
季
長
は
絵
師
の
書
き
違
い
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
注

記
を
残
し
て
い
る
。
絵
師
は
直
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
場
面
で
は
詞
書
が
な
く
、
か
わ
り
に
注
記
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
河
野
八
郎
は
小
具
足
だ
っ
た
（こ
の
点
著
書
に
誤
記
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

お
よ
び
増
刷

（
三
刷
）
に
て
正
誤
訂
正
。
小
具
足
は
大
鎧
を
着
用
す
る
前
の
段
階
、
略
軍
装
）
。

脇わ
い
た
て盾

（
馬
手
の
草
摺
）
）
を
着
用
し
て
い
る
が
、
下
に
袴
が
透
け
て
み
え
、
あ
と
か
ら
の
描
き
足

し
と
わ
か
る
。
当
初
は
袴
で
あ
っ
た
が
、
小
具
足
に
描
き
直
し
て
い
る
。
平
装
の
河
野
通
有
と
大

鎧
の
季
長
の
中
間
を
取
っ
て
、
河
野
八
郎
を
平
装
か
ら
略
軍
装
に
描
き
換
え
た
よ
う
だ
。

　

小
具
足
だ
か
ら
出
発
前
の
可
能
性
も
あ
る
。
左
に
は
大
鎧
着
用
の
武
士
も
い
る
。
こ
の
場
面
の

順
序
の
決
定
は
、
な
お
課
題
と
し
て
残
る
。
し
か
し
こ
れ
が
最
終
場
面
だ
と
す
る
と
、
こ
の
料
紙

の
特
殊
性
も
理
解
で
き
そ
う
だ
。

　

絵
巻
を
見
慣
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
安
達
盛
宗
と
竹
崎
季
長
が
同
席
し
た
首
実
検
の
場
面
が
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
あ
と
に
は
、
場
面
は

要
ら
な
い
。
絵
師
も
そ
う
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
場
面
は
追
加
注
文
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
当
初
の
構
想
に
は
な
か
っ
た
も
の
か
。
こ
う
し
た
推
定
が
可
能
な
ら
、
河
野
通
有
仮

屋
形
は
首
実
検
の
後
に
く
る
。

　

以
上
の
推
察
に
よ
っ
て
、
未
詳
と
さ
れ
て
い
た
蒙
古
襲
来
絵
詞
の
絵
と
詞
は
、
河
野
邸
の
場
面

を
除
い
て
、
み
な
本
来
の
位
置
に
戻
っ
た
。
失
わ
れ
た
部
分
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
お
そ

ら
く
大
量
で
は
な
く
、
絵
が
あ
っ
て
詞
書
き
が
な
い
と
か
、
詞
書
き
が
あ
っ
て
絵
が
な
い
と
か
、
あ

る
い
は
三
枚
連
続
す
る
画
面
の
う
ち
一
枚
が
な
い
と
か
、
と
い
っ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
現
状
の
絵

詞
は
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
、
全
貌
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
し
、
た
と
え
欠
損
が
あ
っ
て
も
、
『
蒙

古
襲
来
絵
詞
』
の
全
容
を
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

要
旨

（
１
）
（
文
永
の
役･

鳥
飼
浜
合
戦
）

　

蒙
古
襲
来
は
、
一
二
七
四
年
（
文
永
の
役
）
と
、
一
二
八
一
年
（
弘
安
の
役
）
に
元
（
＝
モ
ン
ゴ
ル
、

漢
字
表
記
が
蒙
古
、
皇
帝
は
フ
ビ
ラ
イ
）
が
日
本
に
侵
攻
し
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
様
相
を
画
い

た
絵
巻
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
で
あ
る
。
そ
の
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
す
な
わ
ち
『
竹

崎
季
長
絵
詞
』
は
、
竹
崎
季
長
の
勲
功
録
、
武
勇
伝
で
あ
る
。
下
絵
作
成
の
段
階
か
ら
、
季
長

と
絵
師
と
の
あ
い
だ
に
は
綿
密
な
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
季
長
は
絵
師
に
対
し
、
詳
細
か
つ
丁
寧

に
現
場
の
説
明
を
し
た
。
多
く
の
指
示
を
出
し
た
し
、
完
成
ま
で
に
は
相
当
な
修
正

（
描
き
直
し
）

も
な
さ
れ
た
。
詞
書
は
リ
ア
ル
で
具
体
的
で
あ
っ
て
、
絵
師
の
想
像
の
所
産
で
は
な
く
、
実
録
そ
の

も
の
で
あ
る
。
『
絵
詞
』
を
読
む
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
は
あ
ま
り
に
傍
観
者
で
あ
っ
た
。
季

長
本
人
に
感
情
移
入
し
、
主
観
的
に
読
み
解
い
て
い
く
。

　

ま
ず
は
文
永
の
役
に
お
け
る
鳥
飼
干
潟
、
出
現
し
た
三
人
の
蒙
古
精
鋭
と
対
決
す
る
場
面
を

み
る
。
読
解
の
前
提
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
異
時
同
図
法
で
あ
る
。
時
間
差
を
持
つ
複
数
場
面
が

第Ⅰ部　歴史を歩く
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（図13-1）間に一枚入って連続、志賀島沖に停泊する軍船（上、33〜34紙）、志賀島の情景（下、35紙）

（図 13-2） 険しい表情

（図13-4）あやしい奴ら！指さす先 → 発見されてしまった（季長グループ）

（図 13-3）
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（図 13-5） いた！怪しいやつが二人！なにをしているのか

（図 14） 後二〜三紙

第Ⅰ部　歴史を歩く

39



（図 14） 後二〜三紙

一
画
面
と
な
っ
て
い
る
。
矢
筒
に
い
ま
だ
多
く
の
矢
が
入
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弓
を
捨
て

て
し
ま
っ
て
、
懸
命
に
逃
走
す
る
蒙
古
兵
。
そ
の
中
に
二
人
だ
け
反
撃
す
る
蒙
古
兵
が
い
る
。
と

こ
ろ
が
手
前
の
男
の
左
眼
に
矢
が
刺
さ
る
。
血
し
ぶ
き
は
地
面
に
ま
で
飛
散
し
た
。
蒙
古
兵
は
マ
ン

ト
の
ヨ
ロ
イ
を
着
て
い
る
が
、
顔
、
と
く
に
眼
に
は
、
覆
う
防
具
が
な
い
。
よ
っ
て

（
日
本
で
も
中

国
で
も
）
顔
面

・
眼
は
絶
好
の
標
的
で
あ
っ
た
が
、
動
く
。
そ
こ
に
的
中
さ
せ
う
る
武
士
は
、
よ

ほ
ど
の
名
手
で
あ
る
。

　

武
士
は
的
中
し
た
矢
が
、
だ
れ
の
射
た
矢
な
の
か
わ
か
る
よ
う
に
、
個
々
人
の
矢
羽
が
異
な
っ
て

い
た
。
左
眼
に
刺
さ
る
矢
羽
は
本
黒

（
も
と
ぐ
ろ
、
ヤ
ジ
リ
側
が
黒
、
う
し
ろ
は
白
）
で
、
そ
の

上
部
に
か
す
り
模
様
が
入
っ
て
白
に
な
る
。
馬
上
の
季
長
の
矢
羽
も
、
本
黒
で
、
か
す
り
模
様
が

あ
る
。
蒙
古
兵
の
左
眼
を
射
貫
い
た
名
手
こ
そ
は
、
竹
崎
季
長
だ
っ
た
。

　

場
面
は
展
開
す
る
。
異
時
同
図
法
で
あ
る
が
故
に
、
可
能
な
描
写
で
あ
る
。
三
人
の
新
た
な
精

悍
な
る
蒙
古
兵
の
出
現
に
苦
戦
す
る
季
長
は
、
自
身
二
カ
所
に
敵
の
矢
を
受
け
た
。
乗
る
馬
に

も
中あ

た

っ
て
、
血
が
流
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
精
悍
な
蒙
古
兵
二
名
に
は
至
近
距
離
に
本
黒
の
矢
が
通
過

し
て
い
る
。
き
わ
め
て
惜
し
い
と
こ
ろ
で
、
季
長
は
相
手
を
倒
し
損
ね
た
。
季
長
は
三
人
に
対
し

善
戦
し
た
。
け
れ
ど
、
わ
ず
か
一
馬
身
ほ
ど
の
至
近
距
離
だ
っ
た
か
ら
、
絶
命
は
不
可
避
的
な
局

面
だ
っ
た
。

　

三
井
資
長
の
矢
羽
の
模
様
は
、
黒

・
白

・
黒

・
白
と
交
互
に
あ
っ
て
、
本
黒
と
中
黒
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る

（
「
切
斑
町
型
」
）
。
彼
の
前
面
を
逃
げ
る
蒙
古
兵
の
兜
の
錣

し
こ
ろ

と
、
も
う
ひ
と
り
の
背

中
、
袖
の
あ
た
り
、
二
ヶ
所
に
、
こ
の
本
黒

・
中
黒
の
矢
が
命
中
し
て
い
る
。
三
井
資
長
は
、
竹

崎
季
長
ほ
ど
に
は
強
弓
の
引
き
手
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
優
れ
た
技
量
を
持
つ
武
士
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。

（
２
）
（
弘
安
の
役

・
博
多
湾
海
戦
）

　

一
七
九
七
年
に
、
熊
本
藩
の
学
者
に
よ
っ
て
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
が
修
理
さ
れ
、
巻
物
に
な
っ

た
。
そ
の
お
り
、
い
つ
、
ど
こ
の
情
景
を
画
い
た
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
巻
末
に
貼
り
継
が
れ
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た
数
枚
が
あ
っ
た
。
い
わ
ば
迷
子
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
絵
と
詞
書
で
あ
る
。
二
八
紙

（
後
巻
）
、
海

上
合
戦
の
図
は
右
側
が
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
も
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ

た
。
し
か
し
蒙
古
兵
の
表
情
は
、
気
迫
と
緊
張
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
き
わ
め
て
優
れ
た
合
戦
場
面
で

あ
る
。
失
わ
れ
た
右
側
に
は
、
季
長
兵
船
が
い
た
だ
ろ
う
。
蒙
古
側
の
標
的
と
な
り
つ
つ
も
、
必

死
に
反
撃
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
の
絵
に
画
か
れ
た
博
多
湾
合
戦
は
、
志
賀
島
沖

な
ど
に
碇
泊
し
て
い
た
蒙
古
兵
船
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
た
、
日
本
兵
船
の
戦
い
ぶ
り
で
あ
る
。

　

志
賀
島
は
五
月
二
一
日
に
蒙
古
軍
が
占
領
し
た
。
『
高
麗
史
節
要
』
は

「
日
本
世
界
村
」
と

表
記
す
る
。
世
界
はS

h
iga

と
発
音
さ
れ
た
。
六
月
以
降
、
戦
い
の
経
緯
を
示
す
日
本
側
の
記

録
に
は
『
官
務
日
記
抄
』
（
別
名

『
弘
安
日
記
抄
』
と
も
い
う
、
朝
廷
の
実
務
日
誌
）
、
お
よ
び

『
勘

仲
記
』
（
藤
原
兼
仲
日
記
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
戦
い
の
経
緯
を
報
告
し
て
く
る
早
馬

（
馬
で
郵

送

・
逓
信
）
・
飛
脚

（
走
っ
て
郵
送

・
逓
信
）
が
、
京
に
何
日
に
到
来
し
た
か
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
博
多
・
京
都
間
六
五
〇
キ
ロ
の
伝
達
日
数

（
お
よ
そ
七
日
）
か
ら
、
早
馬

（
手
渡
し
郵
便
箱
）

出
発
の
日
も
逆
算
し
て
推
定
で
き
る
。
内
容
は
そ
の
直
前
に
あ
っ
た
激
戦
の
報
告
と
考
え
ら
れ
る
。

六
月
上
旬
に
は
蒙
古
側
の
攻
撃
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
た
。

　

元

（
蒙
古
）
側
の
記
録
に
は
、
将
校
で
あ
っ
た
張
成
を
顕
彰
す
る
墓
碑
文
が
あ
る
。
張
成
の
部

隊
は
後
続
隊
と
し
て
六
月
六
日
に
志
賀
島
に
到
着
し
た
。
日
夜
激
戦
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
悉
く
は

ね
除
け
、
撃
退
し
た
と
記
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
功
績
を
強
調
す
る
も
の
だ
か
ら
、
誇
張
も
あ
る
。

武
士
た
ち
が
手
柄
の
承
認
を
求
め
た
古
文
書

（軍
忠
状
）
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
合

戦
の
日
は
六
月
八
日
と
な
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
の
激
戦
は
、
張
成
碑
文
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
小

競
り
合
い
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
総
力
を
挙
げ
た
日
本
軍
の
本
格
的
な
反
撃
は
六
月
八
日
で
、
そ
れ

は
翌
日
ま
で
続
い
た
。

　

後
巻

・
末
尾
近
く
に
あ
っ
て
、
迷
子
の
扱
い
で
あ
っ
た
詞
書
三
八
紙
も
、
前
欠
で
あ
る
た
め
こ
れ

ま
で
正
し
く
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
鹿
島

（
＝
志
賀
島
）
に
派
遣
さ
れ
た
竹
崎
季
長
の
手
ノ

者

（
配
下
、
家
来
）
が
い
て
、
か
れ
ら
は
巳
ノ
時

（
午
前
一
〇
時
前
後
）
に
合
戦
し
た
。
季
長

本
人
は
午
の
時

（
一
二
時
前
後
）
に
、
生
の
松
原
に
て
守
護
に
見げ

ん
ざ
ん参

を
得
た

（
面
談
し
て
合
戦

の
報
告
を
し
た
）
。
そ
し
て
季
長
は

「
当
国
一
番
の
引
付
」
、
つ
ま
り
肥
後
国
御
家
人
と
し
て
は
、

こ
の
た
び
の
合
戦
の
一
番
は
じ
め
の
手
柄
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
肥

後
勢
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
弘
安
の
役
最
初
の
合
戦
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
合
戦
の
あ
っ
た
日
が
何
日
な
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
詞
書
き
が
欠
損
し
て
記
録
の
前
半

が
失
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
前
記
の
張
成
碑
文
が
記
す
志
賀
島
で
の
日
本
側
反
撃
は
、

六
月
六
日
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
夜
襲
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
巳
ノ
時
の
合
戦
に
は
合
致
し
な
い
。

潮
流
の
流
れ
か
ら
い
え
ば
、
日
本
側
は
満
潮
時
に
博
多
湾
沿
岸
を
出
て
、
引
き
潮
に
乗
っ
て
、
干

潮
時
に
志
賀
島
沖
に
到
着
し
、
合
戦
の
後
、
満
ち
潮
に
乗
っ
て
沿
岸
に
戻
っ
た
。
こ
の
潮
汐
に
一

致
す
る
日
、
す
な
わ
ち
巳
ノ
時
直
前
に
干
潮
と
な
る
日
は
、
旧
暦
の
六
月
八
日

（
月
齢
七
）
で

あ
る
か
ら
、
合
戦
は
こ
の
日
の
も
の
と
推
測
で
き
る
。
季
長
自
身
は
志
賀
島
の
兵
よ
り
も
早
く
、

生
の
松
原
に
戻
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
か
れ
の
合
戦
場
は
、
よ
り
近
い
、
能
古
島
沖
で
あ
る
と
推
測

で
き
る
。

　

絵
二
八
紙
に
続
い
て
絵
三
一
紙
が
あ
る
。
蒙
古
船
が
疾
走
し
て
い
る
。
い
ま
だ
戦
闘
態
勢
に
入
っ

て
は
い
な
い
が
、
緊
張
に
充
ち
満
ち
て
い
る
。
こ
の
絵
は
い
つ
の
絵
か
。
激
し
い
西
風
は
二
八
紙
に

共
通
す
る
。
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
は
、
風
向
き
を
忠
実
に
表
現
し
て
い
て
、
一
つ
の
場
面

・
シ
ー

ン
で
は
風
向
き
は
同
じ
で
あ
る

（
季
長
敵
船
乗
船
図
で
あ
る
二
六
紙
、
二
七
紙
も
西
風
で
統
一

さ
れ
て
い
る
）
。
風
の
ほ
か
波
の
描
き
方
に
も
共
通
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
二
八

紙
と
三
一
紙
は
同
じ
日
、
同
じ
時
の
も
の
と
推
測
で
き
る
。
二
八
紙
が
季
長
兵
船
と
戦
闘
中
の

船
で
あ
っ
て
、
三
一
紙
は
そ
こ
へ
救
援
に
駆
け
つ
け
る
船

（
バ
ア
ト
ル
軽
疾
舟
＝
勇
ま
し
く
、
軽
く
、

速
い
船
、
と
呼
ば
れ
た
）
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
右
端
に
、
別
の
船
の
艫
の
台

（
多
く
将
校

・
艦

長
が
こ
こ
で
指
揮
を
執
る
）
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
二
九
紙
と
三
一
紙
の
間
に
は
さ
ら
に
一
枚

な
い
し
半
枚
の
絵
画
が
あ
っ
て
、
一
艘
以
上
の
船
が
あ
っ
た
。
二
艘
と
対
戦
し
さ
ら
に
敵
船
が
救

援
に
く
る
。
季
長
に
と
っ
て
は
ピ
ン
チ
だ
っ
た
。

　

よ
っ
て
画
か
れ
た
日
時
と
場
面
が
、
弘
安
四
年
六
月
八
日
で
、
能
古
島
沖
合
戦
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
季
長
兵
船
を
狙
う
蒙
古
船
か
ら
の
射
撃
角
度
は
俯
角
、
お
よ
び
仰
角
で
、
俯
角
の
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軌
跡
は
直
線
に
な
り
、
仰
角
の
軌
跡
は
放
物
線
と
な
る
か
ら
、
両
者
が
交
わ
る
場
所
に
、
竹
崎

季
長
が
い
た
。
ま
た
詞
書
か
ら
、
小
野
頼
承
が
手
負
い
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
絵
に
は
負
傷

し
た
彼
も
画
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
二
八
紙

・
手
前
に
は
首
を
射
ら
れ
て
瀕
死
の
蒙
古
兵
が

い
た
。
そ
の
矢
羽
は
切
斑
で
あ
る
。
多
く
の
矢
は
船
の
側
板
に
中
っ
て
有
効
な
射
撃
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
唯
一
、
適
確
な
射
撃
が
で
き
た
武
者
の
矢
羽
は
、
こ
の
矢
羽
と
同
じ
模

様
と
な
る
。
失
わ
れ
た
画
面

・
竹
崎
季
長
の
箙

（
え
び
ら
・
矢
筒
）
に
は
、
こ
の
模
様
の
矢
羽

が
収
納
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
た
。
二
八
紙

・
奥
に
も
矢
が
中
っ
た
蒙
古
兵
が
い
た
が
、
こ
れ
は

並
走
し
て
い
た
島
津
兵
船
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
島
津
一
門
、
有
坂

（
信
濃
国
）
や
薩
摩
国
岩
屋
、

畠
山
、
本
田
を
始
め
、
数
人
が
季
長
な
ら
び
に
手
ノ
者
の
戦
功

・
負
傷
の
証
人
と
な
っ
た
。
か
れ

ら
の
う
ち
の
、
だ
れ
か
が
射
た
矢
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
善
戦
は
し
た
け
れ
ど
、
季
長
兵
船
は
低
い
位
置
か
ら
の
射
撃
を
強
い
ら
れ
、
加
え
て

風
も
逆
風
で
、
圧
倒
的
に
不
利
で
あ
っ
た
。
不
利
な
条
件
と
苦
戦
は
、
日
本
軍
全
体
に
共
通
す
る
。

か
く
し
て
総
反
撃
は
成
功
せ
ず
、
以
後
弘
安
四
年
閏
七
月
五
日
ま
で
、
志
賀
島

・
能
古
島
、
と

も
に
蒙
古
軍
の
強
力
な
海
岸
堡
、
陣
地
と
し
て
機
能
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
迷
子
に
な
っ
て
い
た
絵
二
八
・
二
九
紙
、
詞
書
二
八
紙
を
弘
安
四
年
六
月
八
日
能

古
沖
海
戦
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
史
に
お
い
て
、
な
お
残
る
迷
子
と
さ
れ
て
い

た
料
紙
に
、
三
三
紙
、
三
五
紙
が
あ
る
。
別
に
発
表
し
た

『
蒙
古
襲
来
』
（
山
川
出
版
社

・

二
〇
一
四
年
一
二
月
）
に
て
、
三
五
紙
の
左
側
の
人
物
は
、
海
中
よ
り
志
賀
島
に
潜
行
し
た
季

長
一
行

（
本
人
な
い
し
手
ノ
者
）
で
あ
り
、
志
賀
島
を
蒙
古
側
に
占
領
さ
れ
て
以
降
、
奪
還
作

戦
に
先
立
ち
、
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
と
、
お
よ
び
三
五
紙
右
上
で
は
志
賀
島
に
て

厳
重
に
警
備
を
す
る
蒙
古
大
将
と
、
そ
の
配
下
が
画
か
れ
て
い
る
と
推
定
し
た
。
現
況
で
は
三
五

紙
の
右
側
に
な
っ
て
い
る
三
三
・
三
四
紙
は
、
本
来
、
制
作
時
に
は
一
紙
な
い
し
半
紙
を
挟
ん
で
、

三
五
紙
の
左
側
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
接
続
の
訂
正
を
提
案
し
た
。
志
賀
島
沖
に
て
碇
泊

中
、
あ
や
し
げ
な
人
影
を
発
見
し
た
船
上
の
蒙
古
兵
が
、
そ
ち
ら
を
指
さ
し
て
い
る
。
あ
や
う
く

発
見
さ
れ
そ
う
な
ピ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
日
時
ま
で
は
確
定
で
き
な
い
け
れ
ど
、
か
く
し
て
こ
れ
ま
で

の
蒙
古
襲
来
絵
詞
研
究
に
お
い
て
迷
子
と
な
っ
て
い
た
断
簡
は
、
ほ
と
ん
ど
を
正
し
い
位
置
に
帰
す

こ
と
が
で
き
た
。
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The Japanese soldiers fought well But they were in a totally disadvantageous condition. The pictures 

showed the wind was headwind and Suenaga’ s soldiers had to shoot from a low position at the Bottom 

of the wave. The Japanese side had Been facing disadvantages and uphill Battles in common. Their attack 

in full force failed and the Mongolian army kept Both Shikano-shima Island and Nokono-shima Island as 

their impregnaBle Beachhead until leap month July 5th, 1281 （Ko-an 4). 

Thus I could figure out where the pictures （numBered 28 and 31) and the explanatory note （numBered 

38) Belonged. They were aBout the sea Battle in the offing of Nonono-shima Island on June 8th, 1281. 

Still we have another two pictures numBered 33 and 35, which we don’ t know where to put. They were 

also considered to Be stray pictures in the history of research of the scrolls. In Moko Shurai （The Mongol 

Invasion of Japan, Yamakawa Shuppansha Limited, NovemBer, 20＊4), which I puBlished, I presumed 

that the picture numBered 35 depicted Suenaga’ s party （Suenaga himself or his retainers). They were 

going deep underwater to land stealthily on Shikano-shima Island. They wanted to take the island Back 

and had Been trying to get the information of it since it was occupied By the Mongolian army. I also see 

Mongolian officers and his soldiers who were on heightened alert on Shikano-shima Island in this picture. 

The picture numBered 33 was put on the right side of the picture numBered 35 at present, But it was 

supposed to Be on the left side of the picture numBered 35 when painted, proBaBly with one or half-sized 

successive picture attached Between them. I proposed they should Be put in the right order. The picture 

numBered 33 depicted the Mongolian soldiers on the ship anchored off Shikano-shima Island. They found 

a duBious human figure and were pointing at him. Although I could not confirm the time and date of these 

two pictures, I could put almost all the pictures and notes that had Been like lost children in researching 

Moko Shurai EkotoBa in the right position.    
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inscription said the Japanese counterattacks were all made at night until June 6th, all the Battles so far 

did not agree with this Battle. Considering the flow of the tide, the Japanese soldiers left the Beach of 

Hakata-wan Bay at full flood, arrived at Shikano-shima Island when the water was low with the eBB tide, 

and came Back to the Beach at high water after fighting. I checked the day which had the same eBB and 

flow as aBove and the day when the tide was low right Before 10 o’ clock in the morning. It was June 

8th in the lunar calendar （moon phase 7). I think the Battle took place on this day. Suenaga returned 

to the Ikuno-MatsuBara Beach earlier than the soldiers who were sent to Shikano-shima Island. Then I 

presumed that Suenaga fought the Battle in the offing of Nokono-shima Island, which lies nearer to the 

Beach than Shikano-shima Island.

The picture numBered 28 was followed By the picture numBered 3＊. In the picture numBered 3＊, 

Mongolian ships were rushing. They were not yet in attack mode, But full of tense atmosphere. When did 

this picture illustrate? The strong wind in this picture corresponded to the picture numBered 28. “Moko 

Shurai EkotoBa” faithfully depicted the wind direction. Scenes of the same place showed the same wind 

direction. （The pictures numBered 26 and 27, in which Suenaga was seen to venture into the enemy’ s 

ship, were painted with the same west wind.) Not only the wind But also the waves corresponded exactly 

with each other. Considering these facts, I assume that the picture 28 and 3＊ painted the same day and 

place. I think the picture numBered 28 was the Mongolian ship fighting against Suenaga’ s ship, and 

the picture numBered 31 was the Mongolian Baatar （Bator) ship （Brave, light, and fast ship) rushing to 

support. On the right end of the picture numBered 31, I see another ship’ s stem （military officers or 

captains usually take command here). I guess there was more than one ship painted on the right missing 

part. Suenaga was in critical condition fighting against two ships with another Mongolian ship rushing to 

support.

As I have mentioned aBove, the picture numBered 31 depicted the sea Battle in the offing of Nokono-

shima Island on June 8th, 1281 （Ko-an 4). Some Mongolian soldiers on the ships pointed their arrows 

directly downward to the Suenaga’ s ship and others pointed the arrows upward to make them fly 

descriBing a paraBola in order to pass over the shields. TAKEZAKI Suenaga was there where the Both 

arrows crossed. According to the explanatory note, his retainer ONO Raisho got wounded. Raisho must 

have Been painted somewhere in the picture as well. Besides, there was a dying Mongolian soldier with 

his neck hit By an arrow in the picture numBered 28. The feathering pattern of this arrow was Kirifu 

（alternate stripes of Black and white). Most other arrows did not make effective attacks only to hit the 

side panels of the ships. Kirifu must have Belonged to the most accurate shooter like Suenaga. I assumed 

that Suenaga equipped himself with Kirifu arrows in his quiver this time though his shooting scene was 

lost. In the Back of the same picture numBered 28, there was another Mongolian soldier wounded By 

an arrow. This arrow, however, was shot from the ship of the Shimadzu clan, which was sailing side By 

side with the Mongolian ship. Four retainers in the Shimadzu clan family, ARISAKA （Shinano Province), 

IWAYA （Satuma Province), HATAKEYAMA, and HONDA testified aBout who made a military exploit or 

who was wounded among Suenaga’ s retainers. I guess one of these men shot the arrow to the Mongolian 

soldier from the ship of the Shimadzu clan.
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（2） The Battle of Ko-an,in Hakata-wan Bay
A scholar in Higo （Kumamoto) Domain repaired “Moko Shurai EkotoBa” in 1797 and made it into scrolls. 

On that occasion, there were several pictures and explanatory notes which he could not tell when and 

where they descriBed. These, so to speak, stray pictures and notes were attached to the end of the 

scroll. The picture numBered 28 （in the second scroll) was the picture of the sea Battle. Since the right 

side of this picture was missing, researchers had paid little attention to it. However, the left side was 

the wonderful Battle scene with the Mongolian soldiers’ expressions full of tension and spirit. I imagined 

Suenaga’ s Battleships were depicted on the missing right. They must have Been desperately fighting 

Back though they were Being hit hard By the Mongolian soldiers. I think this was the picture of the Battle 

in Hakata -wan Bay and the missing part must Be the picture of the Japanese soldiers who were trying to 

attack the Mongolian Battleships which had anchored off Shikano-shima Island.

According to Koraishi Setuyo （Digested History of Goryeo), the Mongolian army occupied Nihon Sekai 

Village （日本世界村 ) on May 21. Since “sekai　世界” is pronounced as “shiga　志賀” in Korean, I think 

the village was Nihon Shiga Village, that is, Shikano-shima （志賀島） Island in Hakata -wan Bay. The 

Japanese record of this Battle since June was written in Kanmu Nikkisho （also called Koan Nikkisho, 

Daily Record of Imperial Court) and in Kanenaka-ki （The Diary of FUJIWARA Kanenaka). They recorded 

when the hayauma （mails By horse) or the hikyaku （mails By running) telling aBout the Battle arrived 

at Kyoto. As the distance Between Hakata and Kyoto was 650 kilometers and it took aBout 7 days for 

mails to arrive, we can count Backward when the letters were written. They were the report of the fierce 

Battles that had happened right Before the letters were written. Mongolian army had Been repeatedly 

attacking in early June. 

As for the Mongolian record of the Battle, there was the inscription on the gravestone of a military officer 

Chosei. His troops arrived at Shikano-shima Island as a following unit on June 6th. It said they Beat 

Back soldiers and won every Battle day and night, But there must have Been some exaggeration with the 

intention of emphasizing their achievements. There were several Japanese documents in which the samurai 

warriors asked for the authorization of their meritorious deeds and they said the Battle was on June 8th. 

Chosei’ s inscription also had the description of this Battle of June 8th, But the Japanese considered the 

8th Battle as the real all-out counterattack though there were many skirmishes Between them.

The explanatory note numBered 38, which was not sure where to put and was set near the last part of the 

second scroll, was hard to understand clearly since the note Before it was missing. It said that TAKEZAKI 

Suenaga’ s soldiers were sent to Kashima （Shikano-shima Island) to fight at around ten in the morning. 

Suenaga himself came Back to meet the provincial governor to report the Battle at around noon at the 

Ikuno-MatsuBara Beach. He was recognized as the first retainer that made a great achievement for Higo 

Province in the Battle. Therefore I think this was the first Battle for the Higo soldiers who participated in 

the Battle of Ko-an.

The date of this Battle was not written since the former part of the note was missing. As the Chosei’ s 

第Ⅰ部　歴史を歩く
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（1） The Battle of Bun-ei,at Torikai tideland
Moko Shurai is the Mongol Invasion of Japan of 1272 （the Battle of Bun-ei) and 1281 （the Battle of Ko-

an) By KuBlai Khan of Yuan （Gen=Mongol, 蒙 古 ). Moko Shurai EkotoBa （Illustrated Account of the 

Mongol Invasion), also called “Takezaki Suenaga EkotoBa,” is a pair of illustrated scrolls commissioned 

By the samurai TAKEZAKI Suenaga in order to record his Battlefield valor and meritorious deeds. From 

the early stage of making a rough sketch of them, Suenaga carefully and precisely explained the Battle to 

the painter and his staff exchanging close and frequent talks with them. Suenaga gave many directions to 

them and a lot of revising and repainting were made Before completion. The accompanying explanatory 

notes descriBed the Battle very realistically as well and they gave us the factual information. They 

were true-to-life record, not out of the painter’ s imagination. Researchers in the past have Been like 

onlookers in reading the notes. I would like to read them with a more suBjective view, letting myself 

Become emotionally involved with Suenaga.

First, let me look at the scenes at Torikai tideland in the Battle of Bun-ei. Suenaga was fighting against 

three powerful Mongolian soldiers. They were depicted By the Iji-dozu-ho technique, a compositional 

method used to show successive events in a unified Background. One Mongolian soldier aBandoned his 

quiver though there were many arrows left in it and ran for his life. The other two soldiers were fighting 

Back. An arrow pierced through the left eye of the soldier depicted in the front. The Blood splashed to 

the ground. They wore a cloak as the armor But no protector for the face, especially for eyes. Both in 

China and Japan, faces and eyes were the ideal target, But they didn’ t stay still.  The samurai who hit 

right in the face was a very good shooter. 

The arrows of the samurai warriors were identified By their feathering pattern. Every samurai has his own 

pattern. The feathering pattern of the arrow which pierced the Mongolian left eye was Motoguro （Black 

in the tip side) and had Kasuri pattern （scratched or Blurred) in the middle and white in the end. This 

pattern was exactly the same as Suenaga’ s. The skillful shooter that pierced the Mongolian left eye was 

Takezaki Suenaga. 

In the next scene, Suenaga was having difficulty fighting against another three strong soldiers. Iji-dozu-

ho technique enaBled us to see the different scenes at the same time. Suenaga received two arrows in 

the Body. His horse was also wounded and Bleeding. On the other hand, his Motoguro arrows passed 

very close to the two Mongolian soldiers. Suenaga missed defeating them unfortunately, But he had Been 

fighting quite well against the three. 

There was another Japanese soldier named MITSUI Sukenaga in this scene. His feathering pattern was the 

comBination of Motoguro and Nakaguro with Black and white in turn. One of his arrows hit the suspended 

neck guard of a Mongolian soldier’ s helmet who was running away Before him and his two other arrows 

hit the Back and the sleeve of another Mongolian soldier. Sukenaga may not have Been so powerful 

shooter as Suenaga, But this scene tells us that he was the samurai with splendid shooting skills as well.
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